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こ
こ
に
い
う
奈
良
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
と
は
、
万
葉
集
以
下
の
歌
集
及
び
平
安
朝
の
仮
名
文
学
を
指
す
も
の
で
、
古
事
記
を
含
ん
で
い
な
い
。
古
事
記
の
訓
読
文
の
一
語
一
語
を
確
実
に
奈
良
朝
の
語
彙
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
は
、
未
だ
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
徒
然
草
は
平
安
時
代
の
文
学
で
は
な
い
が
、
和
文
脈
の
伝
統
を
う
け
た
文
集
と
見
な
し
て
こ
れ
を
加
え
た
。
　
こ
の
よ
う
な
基
本
語
彙
表
の
作
成
に
関
し
て
、
筆
者
は
二
つ
の
目
的
を
持
ち
つ
づ
け
て
来
た
。
そ
の
一
つ
は
、
古
典
語
の
辞
書
作
成
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
基
本
語
の
一
語
一
語
の
示
す
概
念
は
、
そ
の
言
語
社
会
の
自
然
・
社
会
・
人
間
関
係
な
ど
の
把
握
の
仕
方
、
あ
る
い
は
美
意
識
の
型
を
示
す
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
、
そ
の
言
語
社
会
の
文
化
の
根
幹
を
加
す
概
念
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
基
本
語
の
意
味
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
そ
の
言
語
社
会
の
文
学
を
含
め
て
、
広
く
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
の
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
、
辞
書
は
、
そ
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ら
基
本
語
の
解
説
に
十
分
の
意
を
払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
日
本
語
の
辞
書
の
中
で
、
全
面
的
に
そ
の
よ
う
な
顧
慮
を
払
う
も
の
は
、
極
め
て
乏
し
い
。
む
し
ろ
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
方
が
真
実
に
近
い
。
こ
れ
は
、
従
来
の
日
本
の
辞
書
の
持
つ
大
き
な
弱
点
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
弱
点
を
補
う
た
め
に
も
、
ま
ず
基
本
語
彙
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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い
ま
一
つ
の
目
的
は
、
教
育
的
な
立
場
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
す
で
に
二
十
年
余
り
教
壇
に
お
い
て
、
古
典
語
、
古
典
文
学
の
学
習
と
研
究
と
を
、
学
生
と
共
に
続
け
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
終
始
遺
憾
に
思
つ
て
来
た
こ
と
は
、
古
典
語
の
学
習
が
、
方
法
的
に
整
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
毎
年
、
演
習
と
称
し
て
古
典
文
学
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
常
に
、
そ
の
作
品
を
初
め
か
ら
読
ん
で
行
く
以
外
に
途
が
無
く
、
そ
の
途
中
で
出
合
つ
た
語
句
、
語
法
そ
の
他
を
、
全
く
行
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
の
臨
床
的
方
法
に
よ
っ
て
教
え
る
以
外
で
は
な
か
っ
た
。
多
少
秩
序
立
て
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
助
動
詞
の
意
味
用
法
を
組
織
的
に
教
え
、
ま
た
、
限
ら
れ
た
助
詞
の
用
法
を
例
文
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
っ
て
、
こ
と
語
彙
に
関
し
て
は
全
く
放
置
さ
れ
て
来
て
い
る
。
　
筆
者
は
、
す
で
に
中
学
校
時
代
、
英
語
に
関
し
て
ソ
ー
ン
ダ
イ
ク
氏
の
基
本
語
彙
表
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
の
語
彙
表
決
定
の
方
法
に
関
し
て
は
、
今
日
の
学
問
的
水
準
か
ら
は
、
種
々
の
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
し
い
理
論
に
よ
る
選
定
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
語
彙
選
定
の
目
的
が
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
最
も
基
本
的
な
、
一
千
語
の
あ
た
り
ま
で
は
結
局
大
き
な
異
同
は
起
り
に
く
い
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
　
（
も
と
よ
り
、
単
な
る
基
本
語
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
基
本
語
な
る
も
の
は
、
常
に
「
…
…
の
た
め
の
基
本
語
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
目
的
が
相
違
す
れ
ぽ
、
基
本
語
の
内
容
は
相
違
し
て
来
る
）
　
日
本
の
古
典
文
学
の
学
習
に
関
し
て
も
、
も
し
、
基
本
語
彙
を
確
定
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
の
学
習
に
難
易
の
段
階
づ
け
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
旧
来
の
演
習
的
学
習
か
ら
脱
却
し
、
学
生
に
古
典
語
理
解
へ
の
有
効
な
一
つ
の
途
を
切
り
拓
く
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
す
で
に
小
西
甚
一
氏
の
研
究
に
よ
る
「
基
本
古
語
辞
典
」
　
（
大
修
館
昭
和
四
十
一
年
刊
）
も
あ
る
が
、
高
校
の
教
科
書
及
び
入
試
問
題
を
資
料
と
し
た
、
の
べ
語
数
一
万
三
千
語
の
調
査
で
あ
っ
て
、
大
学
で
の
本
格
的
な
研
究
に
は
な
お
問
題
と
な
る
点
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
）
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以
上
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
筆
者
は
、
昭
和
三
十
年
「
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
考
察
ー
日
本
の
古
典
文
学
に
お
け
る
ー
」
（
国
語
学
二
二
輯
）
等
を
書
き
、
以
来
日
本
古
典
文
学
の
基
本
語
彙
の
選
定
に
深
い
関
心
を
持
ち
つ
づ
け
て
来
た
。
一
方
、
最
近
は
、
こ
の
研
究
を
容
易
に
し
ま
た
可
能
に
す
る
よ
う
な
機
運
が
開
け
て
来
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
国
文
学
研
究
に
お
い
て
、
上
代
平
安
の
文
学
作
品
の
総
索
引
の
作
成
と
刊
行
と
が
、
一
種
の
流
行
と
い
え
る
ほ
ど
に
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
索
引
に
よ
っ
て
、
上
代
平
安
の
文
学
の
語
彙
の
範
囲
と
頻
度
と
所
在
と
が
、
一
挙
に
明
確
に
な
っ
て
来
た
。
ま
た
、
学
習
院
大
学
国
文
学
科
に
お
い
て
は
、
古
典
の
語
彙
に
関
す
る
研
究
が
引
き
続
き
行
わ
れ
、
卒
業
論
文
と
し
て
も
、
楠
瀬
淳
子
（
現
赤
間
淳
子
）
、
森
政
宏
子
（
現
武
藤
宏
子
）
宮
坂
悠
子
（
現
清
水
悠
子
）
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
。
楠
瀬
氏
は
、
万
葉
、
源
氏
、
徒
然
の
各
語
彙
の
頻
度
数
を
数
え
ら
れ
た
し
、
森
政
氏
は
栄
華
物
語
の
語
彙
総
索
引
を
、
宮
坂
氏
は
保
元
平
治
物
語
の
語
彙
総
索
引
を
完
成
さ
れ
た
。
　
筆
者
は
こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
の
貸
与
を
う
け
、
刊
行
さ
れ
た
各
種
索
引
を
用
い
て
、
基
本
語
彙
の
考
察
を
継
続
し
、
最
近
に
至
っ
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
整
理
し
た
、
語
彙
表
の
成
就
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
刊
行
さ
れ
た
索
引
や
、
ま
た
こ
れ
ら
の
索
引
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
困
惑
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
索
引
、
あ
る
い
は
研
究
に
お
い
て
、
語
分
割
の
基
準
が
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
れ
を
一
語
と
認
め
る
か
と
い
う
問
題
は
、
実
際
に
あ
た
る
と
種
々
判
定
に
困
難
な
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
索
引
を
利
用
し
て
、
そ
の
頻
度
・
共
通
度
を
数
え
よ
う
と
試
み
た
場
合
に
、
そ
の
基
準
の
不
一
致
が
、
最
大
の
、
最
も
基
本
的
な
困
難
と
な
る
。
こ
れ
は
、
結
局
、
何
か
一
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
整
理
し
直
す
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
結
果
に
お
い
て
は
、
大
ま
か
に
考
え
れ
ば
、
大
ぎ
な
誤
差
は
、
必
ず
し
も
生
じ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
と
し
て
も
、
語
彙
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
そ
の
境
界
に
あ
る
単
語
の
認
定
に
対
し
て
、
根
本
的
な
困
難
と
な
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
に
至
っ
て
、
国
立
国
語
研
究
所
の
宮
島
達
夫
氏
が
、
「
古
典
対
照
語
彙
表
」
を
完
成
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
万
葉
集
・
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
古
今
集
・
土
佐
日
記
・
後
撰
集
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
紫
式
部
日
記
・
更
級
日
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記
・
方
丈
記
・
徒
然
草
の
十
二
の
作
品
に
つ
い
て
、
既
刊
の
索
引
を
利
用
し
、
そ
の
語
分
割
の
不
一
致
を
宮
島
氏
の
見
解
に
よ
っ
て
統
一
し
、
各
作
品
の
語
彙
の
範
囲
、
各
単
語
の
使
用
回
数
を
一
覧
し
う
る
よ
う
に
し
た
語
彙
表
で
あ
る
。
　
（
氏
の
研
究
の
目
的
は
、
単
語
分
割
の
方
法
を
探
索
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
由
で
あ
る
）
　
こ
の
表
を
一
見
す
る
と
、
例
え
ぽ
作
品
と
し
て
大
鏡
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
と
か
、
語
の
分
割
の
仕
方
が
、
平
安
朝
の
一
般
的
用
例
か
ら
筆
者
が
推
測
す
る
単
語
意
識
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
点
も
あ
る
と
か
、
多
少
の
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
指
摘
は
誰
の
作
業
に
対
し
て
も
な
し
う
る
も
の
で
、
氏
が
文
法
研
究
の
立
場
か
ら
作
成
さ
れ
た
こ
の
表
は
、
正
確
さ
に
お
い
て
信
頼
す
る
に
足
る
労
作
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
こ
に
従
来
の
筆
者
の
資
料
を
措
い
て
、
宮
島
氏
の
こ
の
表
に
よ
っ
て
一
切
の
数
量
的
な
処
置
の
基
礎
と
し
よ
う
と
考
え
、
宮
島
氏
の
許
可
を
得
て
、
こ
こ
に
奈
良
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
表
を
作
成
し
て
、
そ
れ
を
具
体
的
に
示
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
二
こ
の
調
査
に
利
用
さ
れ
た
総
索
引
は
次
の
十
二
種
で
あ
る
。
万
葉
集
総
索
引
竹
取
物
語
総
索
引
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
索
引
篇
古
今
集
総
索
引
土
佐
日
記
総
索
引
正
宗
敦
夫
編
山
田
忠
雄
編
伴
　
久
美
編
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
編
日
本
大
学
国
文
学
研
究
室
編
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後
撰
和
歌
集
総
索
引
枕
草
子
総
索
引
源
氏
物
語
大
成
索
引
篇
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
更
級
日
記
総
索
引
方
丈
記
総
索
引
徒
然
草
総
索
引
　
調
査
の
対
象
は
歌
集
は
歌
に
限
り
、
の
う
ち
、
剥
、
馴
、
引
q
、
引
、
母
葛
、
轡
、
の
他
、
詳
細
な
点
に
関
し
て
は
宮
島
氏
の
表
の
の
通
り
で
あ
る
。
作
品
万
葉
集
竹
取
伊
勢
古
今
土
佐
後
撰
異
な
り
語
数
　
六
五
〇
五
　
一
三
＝
　
一
六
九
二
　
一
九
九
四
　
　
九
八
四
　
一
九
二
一
二
　
　
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
編
　
　
榊
原
邦
彦
・
武
山
隆
昭
・
塚
原
清
・
藤
掛
和
美
編
　
　
池
田
亀
鑑
編
　
　
東
京
教
育
大
学
中
古
文
学
研
究
部
会
編
　
　
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
編
　
　
青
木
伶
子
編
　
　
時
枝
誠
記
編
題
詞
・
左
註
を
省
く
。
自
立
語
だ
け
に
限
定
し
、
助
動
詞
・
助
詞
を
省
く
。
接
頭
辞
・
接
尾
辞
　
　
　
　
　
ご
と
、
つ
つ
、
等
、
な
す
、
　
の
す
を
接
尾
語
・
助
詞
扱
い
と
し
て
省
く
。
そ
　
　
　
「
ま
え
が
き
」
に
ゆ
ず
る
。
宮
島
氏
の
数
え
方
に
よ
る
異
な
り
語
数
と
の
べ
語
数
は
次
　
の
べ
語
数
五
〇
〇
七
〇
　
五
一
二
四
　
六
九
一
三
一
〇
〇
一
五
　
三
四
九
六
一
一
九
五
七
＼
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計簾妻羨紫餐枕
四一一ニー五
ニー九四四二
四四五六二四
二八〇八三六
　
猶
、
右
の
全
文
献
に
わ
た
る
異
な
り
語
数
は
、
ら
基
本
語
二
四
四
六
語
を
選
定
し
た
が
、
は
右
の
十
二
文
献
の
、
全
異
な
り
語
あ
総
使
用
度
数
三
六
三
、
三
　
　
三
二
九
〇
入
　
二
〇
七
八
〇
八
　
　
　
八
七
三
七
　
　
　
七
二
四
三
　
　
　
二
五
二
七
　
　
一
七
一
四
四
　
三
六
三
九
三
〇
　
　
筆
者
の
試
算
で
は
二
一
、
七
三
六
で
あ
る
。
筆
者
は
次
の
手
続
に
よ
っ
て
こ
の
中
か
こ
の
二
四
四
六
語
の
十
二
文
献
に
お
け
る
総
使
用
度
数
は
三
〇
二
、
五
一
五
で
あ
る
。
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
九
三
〇
の
約
八
三
パ
！
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
　
基
本
語
を
右
の
全
異
な
り
語
か
ら
選
定
す
る
に
当
っ
て
筆
者
の
採
っ
た
手
続
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
基
本
語
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
個
々
の
単
語
の
使
用
率
と
、
そ
の
単
語
が
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
文
献
に
使
用
さ
れ
る
か
と
い
う
戸
き
σ
q
o
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
　
そ
こ
で
、
使
用
率
の
基
準
と
し
て
は
○
・
一
パ
ー
ミ
ル
（
％
）
を
立
て
、
こ
れ
を
超
え
る
単
語
を
選
出
す
る
。
選
出
の
母
集
団
と
し
て
は
、
総
計
約
二
十
一
万
語
の
源
氏
物
語
、
約
五
万
語
の
万
葉
集
、
約
三
万
三
千
語
の
枕
草
子
を
取
り
上
げ
る
。
従
っ
て
、
実
際
的
に
は
源
氏
物
語
に
お
い
て
二
十
一
回
以
上
の
使
用
度
数
を
有
す
る
単
語
、
万
葉
集
で
は
五
回
以
上
、
枕
草
子
で
は
四
回
以
上
の
使
用
度
数
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を
有
す
る
単
語
を
選
び
出
す
。
徒
然
草
は
総
使
用
度
数
約
一
万
七
千
語
で
あ
っ
て
、
母
集
団
と
し
て
小
さ
い
か
ら
、
基
準
使
用
率
を
○
・
ニ
パ
ー
ミ
ル
と
す
る
。
つ
ま
り
徒
然
草
で
使
用
度
数
四
以
上
の
単
語
を
選
び
出
す
。
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
万
葉
集
一
〇
六
八
語
、
枕
草
子
＝
一
三
一
語
、
源
氏
物
語
一
三
六
八
語
、
徒
然
草
七
一
六
語
で
あ
る
。
　
次
に
、
十
二
文
献
の
全
語
彙
二
一
、
七
三
六
語
を
二
つ
以
上
の
文
献
に
使
用
さ
れ
た
単
語
A
と
、
単
独
の
文
献
だ
け
に
使
用
さ
れ
た
単
語
B
と
に
二
分
す
る
。
そ
し
て
④
A
の
う
ち
、
万
葉
集
、
源
氏
物
語
、
枕
草
子
、
徒
然
草
の
四
文
献
す
べ
て
、
ま
た
は
、
こ
の
う
ち
の
ど
れ
か
三
文
献
に
共
通
に
、
基
準
使
用
率
以
上
に
使
わ
れ
た
単
語
を
選
出
し
、
こ
れ
を
a
と
す
る
。
＠
さ
き
の
十
二
文
献
の
う
ち
八
文
献
以
上
に
わ
た
っ
て
共
通
に
使
用
さ
れ
た
単
語
で
、
a
に
含
ま
れ
な
い
単
語
は
使
用
率
が
基
準
に
達
し
な
く
て
も
a
に
準
じ
て
扱
う
。
④
＠
に
含
ま
れ
る
単
語
は
、
　
「
複
合
語
」
も
省
く
こ
と
を
し
な
い
。
④
＠
の
合
計
は
七
六
三
語
で
あ
る
。◎
次
に
さ
き
の
四
文
献
の
う
ち
二
文
献
に
わ
た
っ
て
、
共
通
に
基
準
使
用
率
以
上
に
使
わ
れ
た
単
語
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
か
ら
、
「
複
合
語
」
を
省
い
た
も
の
を
a
と
す
る
。
⑳
は
三
三
六
語
で
あ
る
。
㊥
さ
き
の
四
文
献
の
う
ち
一
文
献
だ
け
に
お
い
て
、
基
準
使
用
率
以
上
に
使
わ
れ
た
単
語
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
か
ら
「
複
合
語
」
を
省
い
た
も
の
を
b
と
す
る
。
㊥
次
に
さ
き
の
十
二
文
献
の
う
ち
五
文
献
以
上
に
共
通
に
使
用
さ
れ
た
単
語
で
、
④
㊥
⑤
㊥
に
入
る
単
語
及
び
「
複
合
語
」
を
省
い
た
も
の
を
b
に
加
え
る
。
㊦
B
の
う
ち
、
基
準
使
用
率
を
超
え
て
使
用
さ
れ
た
単
語
を
と
り
、
地
名
と
「
複
合
語
」
と
を
省
く
。
こ
れ
を
b
に
加
え
る
。
b
の
合
計
は
＝
二
四
七
語
で
あ
る
。
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（
右
に
い
う
「
複
合
語
」
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
を
い
う
。
　
「
秋
山
」
　
「
赤
色
」
　
「
出
で
ゐ
る
」
の
よ
う
に
、
そ
の
前
項
も
後
項
も
別
に
基
本
語
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
つ
①
「
秋
山
」
ー
↓
「
秋
の
山
」
の
よ
う
に
助
詞
「
の
」
を
補
え
ぽ
簡
単
に
理
解
で
き
る
名
詞
。
②
「
赤
色
」
↓
「
赤
い
色
」
の
よ
う
に
、
形
容
詞
語
尾
を
補
え
ば
簡
単
に
理
解
で
き
る
名
詞
。
③
「
出
で
ゐ
る
」
を
「
出
テ
ヰ
ル
」
と
訳
せ
る
よ
う
に
、
助
詞
テ
を
中
間
に
補
え
ば
簡
単
に
理
解
で
き
る
複
A
口
動
詞
。
④
形
容
詞
語
幹
に
接
尾
語
「
が
る
」
「
げ
」
の
つ
い
た
語
）
　
以
上
の
よ
う
な
手
続
に
よ
っ
て
得
た
結
果
に
つ
い
て
、
a
と
a
と
を
合
せ
て
、
a
と
し
て
扱
う
と
、
a
は
一
〇
九
九
語
、
b
は
一
三
四
七
語
、
合
計
二
四
四
六
語
と
な
る
。
　
こ
の
中
を
更
に
等
級
に
分
け
る
こ
と
が
、
学
習
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
有
効
と
思
わ
れ
る
の
で
、
現
在
、
そ
の
区
分
に
つ
い
て
種
々
考
慮
中
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
四
五
年
一
月
）
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【
あ
】
あ
（
吾
）
あ
い
ぎ
や
う
（
愛
敬
）
あ
い
す
（
愛
）
あ
い
な
し
（
合
無
）
あ
か
し
（
明
石
）
あ
か
し
（
明
、
赤
）
形
あ
か
す
（
明
）
四
あ
か
つ
き
（
暁
）
あ
か
む
（
赤
）
四
あ
が
る
（
上
）
四
あ
き
（
秋
）
あ
き
つ
し
ま
（
蜻
島
）
あ
く
（
飽
）
四
あ
く
（
開
、
明
）
四
あ
く
（
開
、
明
）
下
二
あ
ぐ
（
上
）
下
二
韮口口
あ
か
ね
さ
す
（
茜
刺
）
枕
あ
か
ら
さ
ま
（
白
地
）
形
動
baaaabab　 bbaaaaabbb
彙
　
　
表
あ
く
が
る
（
憧
）
下
二
あ
け
く
れ
（
明
暮
）
あ
け
た
つ
（
明
立
）
あ
こ
め
（
柏
）
あ
さ
（
朝
）
あ
さ
い
（
朝
寝
）
あ
さ
か
げ
（
朝
影
）
あ
さ
が
ほ
（
朝
顔
）
あ
さ
け
（
朝
明
）
あ
さ
し
（
浅
）
形
あ
さ
ち
（
浅
茅
）
あ
さ
と
（
朝
戸
）
あ
ざ
な
ぎ
（
朝
凪
）
あ
さ
ひ
（
朝
日
）
あ
さ
ま
し
（
浅
）
形
あ
ざ
む
く
（
欺
）
四
あ
ざ
や
か
（
鮮
）
形
動
あ
さ
ゆ
ふ
（
朝
夕
）
あ
さ
り
（
漁
）
baababbbbaaabbbbbbb
あ
ざ
り
（
阿
閣
梨
）
あ
さ
る
（
漁
）
四
あ
し
（
足
、
銭
）
あ
し
（
芦
）
あ
し
（
悪
）
形
あ
し
が
ら
（
足
柄
）
あ
し
た
（
朝
）
あ
し
た
つ
（
芦
鶴
）
あ
し
ひ
き
の
　
枕
あ
じ
ろ
（
網
代
）
あ
す
（
明
日
）
あ
す
か
が
は
（
飛
鳥
川
）
あ
せ
（
汗
）
あ
そ
び
（
遊
）
あ
そ
ぶ
（
遊
）
四
あ
そ
ん
（
朝
臣
）
あ
た
（
仇
）
あ
だ
（
徒
）
形
動
あ
た
ら
（
可
惜
）
副
bbbaaabbabbbabaaabb
あ
た
ら
し
（
新
）
形
　
　
　
b
あ
た
ら
し
（
可
惜
）
形
　
　
a
あ
た
り
（
辺
）
　
　
　
　
a
あ
た
る
（
当
）
四
　
　
　
　
a
あ
ぢ
き
な
し
（
味
気
無
）
形
a
あ
つ
（
当
）
下
二
あ
つ
か
ふ
（
扱
）
四
あ
つ
く
（
預
）
下
二
あ
つ
さ
ゆ
み
（
梓
弓
）
あ
つ
し
（
暑
）
形
あ
つ
し
（
篤
、
厚
）
形
あ
づ
ま
（
東
）
あ
つ
ま
る
（
集
）
四
あ
て
（
貴
）
形
動
あ
と
（
跡
、
後
）
あ
ど
　
副
あ
ど
も
ふ
（
率
）
四
あ
な
（
穴
）
あ
な
（
鳴
呼
）
感
abbbabbbbbbbbb
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あ
な
い
（
案
内
）
あ
な
が
ち
（
強
）
形
動
あ
な
た
（
彼
方
）
．
あ
な
つ
る
（
侮
）
四
あ
に
（
豊
）
副
あ
は
（
粟
）
あ
は
ち
（
淡
路
）
あ
は
ひ
（
間
）
あ
は
れ
（
哀
）
形
動
あ
ひ
だ
（
間
）
あ
ひ
み
る
（
逢
見
）
上
一
あ
ふ
（
合
、
逢
）
四
あ
ふ
ぎ
（
扇
）
あ
ふ
ぐ
（
仰
）
四
あ
ふ
さ
か
（
逢
坂
）
あ
ふ
ひ
（
葵
）
あ
ふ
み
（
近
江
）
（
地
名
）
あ
へ
な
し
（
敢
無
）
形
あ
ま
（
尼
）
あ
ま
（
海
人
）
あ
ま
ぐ
も
（
天
雲
）
baabbabbaaaaabbbbaal）b
あ
ま
た
（
数
多
）
副
　
　
　
a
あ
ま
の
が
は
（
天
河
）
　
　
b
あ
ま
の
ひ
つ
ぎ
（
天
日
嗣
）
b
あ
ま
り
（
余
）
あ
ま
る
（
余
）
四
あ
め
（
雨
）
あ
め
（
天
）
あ
め
つ
ち
（
天
地
）
あ
や
（
綾
）
あ
や
し
（
怪
）
形
あ
や
な
し
（
文
無
）
形
あ
や
に
（
奇
）
副
あ
や
に
く
（
生
憎
）
形
動
あ
や
ふ
し
（
危
）
形
あ
や
ま
ち
（
過
）
あ
や
ま
り
（
誤
）
あ
や
ま
る
（
誤
）
四
あ
や
め
ぐ
さ
（
菖
蒲
草
）
あ
ゆ
（
鮎
）
あ
ゆ
（
落
）
下
二
あ
ゆ
ひ
（
足
結
）
bbbbbbaabbbaabbaaa
あ
ゆ
む
（
歩
）
四
あ
ら
あ
ら
し
（
荒
荒
）
形
あ
ら
か
じ
め
（
予
）
あ
ら
が
ふ
（
争
、
諄
）
四
あ
ら
し
（
嵐
）
あ
ら
し
（
荒
、
粗
）
形
あ
ら
そ
ふ
（
争
）
四
あ
ら
た
し
（
新
）
形
あ
ら
た
へ
（
荒
妙
）
あ
ら
た
ま
の
（
新
玉
）
枕
あ
ら
た
ま
る
（
改
）
四
あ
ら
た
む
（
改
）
下
二
あ
ら
は
（
顕
）
形
動
あ
ら
は
す
（
表
）
四
あ
ら
は
る
（
現
）
下
二
あ
ら
ふ
（
洗
）
四
あ
ら
れ
（
霰
）
あ
り
（
有
）
ラ
変
あ
り
あ
け
（
有
明
）
あ
り
が
た
し
（
有
難
）
形
あ
り
が
よ
ふ
（
有
通
）
四
baaaaaabaaabbbababbbb
あ
り
き
（
歩
）
あ
り
く
（
歩
）
四
あ
り
こ
す
（
有
欲
）
下
二
あ
り
さ
ま
（
有
様
）
あ
り
そ
（
荒
磯
）
あ
る
（
荒
）
下
二
あ
る
（
或
）
連
体
あ
る
じ
（
主
）
あ
れ
（
吾
）
あ
れ
（
彼
）
あ
わ
た
た
し
（
慌
）
形
あ
わ
ゆ
き
（
泡
雪
）
あ
を
し
（
青
）
形
あ
を
に
よ
し
　
枕
あ
を
や
ぎ
（
青
柳
）
　
【
い
】
い
（
寝
）
い
う
（
優
）
形
動
い
か
（
如
何
）
形
動
い
か
が
（
如
何
）
副
い
が
き
（
斎
垣
）
bbabbbbaaabababaabab
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い
か
さ
ま
（
如
何
様
）
い
か
で
（
如
何
）
副
い
か
め
し
（
厳
）
形
い
き
（
息
）
い
き
ほ
ひ
（
勢
）
い
く
（
行
）
四
い
く
（
生
）
四
い
く
ぼ
く
（
幾
）
副
い
け
（
池
）
い
さ
副
い
ざ
感
い
さ
さ
か
（
些
）
い
さ
な
と
り
枕
い
ざ
な
ふ
（
誘
）
四
い
さ
む
（
諌
）
下
二
い
さ
よ
ふ
　
四
い
さ
り
（
漁
）
い
し
（
石
）
い
せ
（
伊
勢
）
い
そ
（
磯
）
い
そ
ぎ
（
急
）
ababbbaabbbbbaaaabaab
い
そ
ぐ
（
急
）
四
い
そ
の
か
み
（
石
上
）
枕
い
だ
く
（
抱
）
四
い
た
し
（
甚
、
痛
）
形
い
だ
す
（
出
）
四
い
た
だ
き
（
項
）
い
た
づ
ら
（
徒
）
形
動
い
た
る
（
到
）
四
い
ち
（
一
）
い
ち
（
市
）
い
ち
し
ろ
し
（
著
）
い
つ
（
何
時
）
い
つ
か
（
五
日
）
い
つ
か
た
（
何
方
）
い
つ
く
（
斎
）
四
い
つ
く
（
何
処
）
い
つ
こ
（
何
処
）
い
つ
し
か
（
何
時
）
副
い
つ
し
や
う
（
一
生
）
い
つ
ち
（
何
方
）
い
つ
つ
（
五
）
bababbbaaabbbabaaaaba
い
つ
は
り
（
偽
）
い
づ
ら
（
何
方
）
い
つ
れ
（
何
）
い
で
感
い
で
く
（
出
来
）
力
変
い
で
た
つ
（
出
立
）
四
い
と
（
糸
）
い
と
（
甚
）
副
い
と
ど
（
一
層
）
副
い
と
ど
し
形
い
と
な
む
（
営
）
四
い
と
ふ
（
厭
）
四
い
と
ほ
し
（
可
憐
）
形
い
と
ま
（
暇
）
い
な
（
否
）
感
い
に
し
へ
（
古
）
い
ぬ
（
犬
、
狗
、
戌
）
い
ぬ
（
往
、
去
）
ナ
変
い
ぬ
（
寝
）
下
二
い
の
ち
（
命
）
い
の
り
（
祈
）
abaababaaaaaabbbaaaaa
い
の
る
（
祈
）
四
い
は
（
岩
）
い
は
ふ
（
祝
、
斎
）
い
は
ほ
（
厳
）
い
ひ
い
つ
（
言
出
）
下
二
い
ひ
か
く
（
言
掛
）
下
二
い
ひ
し
る
（
言
知
）
四
い
ひ
な
す
（
言
為
）
四
い
ふ
（
言
）
四
い
ぶ
か
し
（
牙
一
一
一
両
）
形
い
ぶ
せ
し
形
い
へ
（
家
）
い
へ
ぢ
（
家
路
）
い
へ
つ
と
（
家
苞
）
い
へ
び
と
（
家
人
）
い
へ
ゐ
（
家
居
）
い
ほ
（
庵
）
い
ほ
り
（
庵
）
い
ま
（
今
）
い
ま
さ
ら
（
今
更
）
い
ま
し
（
汝
）
aabbaabbbbbbabbabbbab
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い
ま
し
む
（
戒
）
下
二
い
ま
す
（
在
）
四
い
ま
そ
か
り
（
在
）
ラ
変
い
ま
だ
（
未
）
副
い
ま
め
か
し
（
今
）
形
い
ま
め
く
（
今
）
四
い
み
（
忌
）
い
み
じ
（
甚
）
形
い
む
（
忌
）
四
い
め
（
夢
）
い
も
（
妹
）
い
も
う
と
（
妹
）
い
や
（
弥
）
副
い
や
し
（
賎
）
形
い
よ
い
よ
（
愈
）
副
い
ら
ふ
（
答
）
下
二
い
ら
へ
（
答
）
い
り
え
（
入
江
）
い
り
ひ
（
入
日
）
い
る
（
入
、
要
）
四
い
る
（
入
）
下
二
aabbaaaababbaabbbabbb
い
る
（
射
）
上
一
い
ろ
（
色
）
い
ろ
あ
ひ
（
色
合
）
い
ろ
い
ろ
（
色
色
）
い
う
ど
る
（
彩
）
四
い
わ
け
な
し
（
幼
稚
）
形
　
【
う
】
う
（
鵜
）
う
（
得
）
下
二
う
う
（
植
）
下
二
う
か
が
ふ
（
窺
）
四
う
か
ぶ
（
浮
）
四
う
き
く
さ
（
浮
草
）
う
く
（
浮
）
四
う
く
（
浮
）
下
二
う
く
（
受
）
下
二
う
ぐ
ひ
す
（
鶯
）
う
け
た
ま
は
る
（
承
）
四
う
ご
く
（
動
）
四
う
こ
ん
（
右
近
）
う
し
（
牛
、
丑
）
aabbaabbbbbaab　 bbabab
う
し
（
憂
）
形
う
し
な
ふ
（
失
）
四
う
し
ろ
（
後
）
う
し
ろ
み
（
後
見
）
　
　
　
　
　
　
形
う
し
ろ
め
た
し
う
す
（
失
）
下
二
う
す
し
（
薄
）
形
う
た
（
歌
）
う
た
が
ひ
（
疑
）
う
た
が
ふ
（
疑
）
四
う
た
て
（
転
）
副
う
た
ふ
（
歌
）
四
う
ち
（
内
、
内
裏
）
う
ち
（
打
）
接
頭
う
ち
（
宇
治
）
う
ち
い
つ
（
出
）
下
二
う
ち
う
ち
（
内
内
）
う
ち
ぎ
（
桂
）
う
ち
す
ぐ
（
過
）
上
二
う
ち
つ
け
（
打
付
）
形
動
う
ち
と
く
（
解
）
下
二
abbbbabbaaabaa，aaabaaa
う
ち
な
び
く
（
靡
）
四
う
ち
は
し
（
打
橋
）
う
ち
わ
た
す
（
渡
）
四
う
ち
わ
た
り
（
内
裏
辺
）
う
つ
（
打
）
四
う
つ
く
し
形
う
つ
し
ご
こ
ろ
（
現
心
）
う
つ
す
（
移
、
映
、
写
）
四
う
つ
せ
み
（
現
身
）
う
つ
ち
（
卯
槌
）
う
つ
つ
（
現
）
う
つ
も
る
（
埋
）
下
二
う
づ
ら
（
鶉
）
う
つ
る
（
移
、
映
）
四
う
つ
ろ
ふ
（
移
）
四
う
と
う
と
し
（
疎
疎
）
形
う
と
し
（
疎
）
形
う
と
ま
し
（
疎
）
形
う
ね
べ
（
采
女
）
う
の
は
な
（
卯
花
）
う
は
べ
（
上
辺
）
babaabaabbabbabaabbbb
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う
ひ
う
ひ
し
（
初
初
）
形
う
へ
（
上
）
う
べ
（
宜
）
副
う
へ
び
と
（
上
人
）
う
ま
（
馬
、
午
）
う
ま
の
か
み
（
右
馬
頭
）
う
ま
や
（
駅
、
厩
）
う
ま
る
（
生
）
下
二
う
み
（
海
）
う
む
（
生
）
四
う
め
（
梅
）
う
ら
（
裏
）
う
ら
（
占
）
う
ら
（
浦
）
う
ら
う
ら
と
（
麗
）
副
う
ら
が
な
し
（
悲
）
形
う
ら
ぶ
る
下
二
う
ら
み
（
浦
回
）
う
ら
み
（
恨
）
う
ら
む
（
恨
）
上
二
う
ら
め
し
（
恨
）
形
ababbaabbbbbabaabaabb
う
ら
や
ま
し
（
羨
）
形
う
ら
ら
か
（
麗
）
形
動
う
ら
わ
か
し
（
若
）
形
う
る
さ
し
（
煩
）
形
う
る
は
し
（
麗
）
形
う
れ
（
梢
）
う
れ
し
（
嬉
）
形
う
れ
ふ
（
憂
）
下
こ
う
れ
へ
（
憂
）
　
【
え
】
え
（
枝
）
え
（
柄
）
え
（
得
）
副
え
き
（
益
）
え
だ
（
枝
）
え
な
ら
ず
副
え
び
ぞ
め
（
葡
萄
染
）
え
ぽ
う
し
烏
（
帽
子
）
え
る
（
選
）
四
え
ん
（
縁
）
（
家
屋
の
）
え
ん
（
縁
）
（
因
縁
の
）
baabaababbbabbbababb
え
ん
（
色
曲
豆
）
形
動
　
【
お
】
お
い
（
老
）
お
い
ら
か
形
動
お
き
（
沖
）
お
き
な
（
翁
）
お
く
（
奥
）
お
く
（
置
）
四
お
く
（
起
）
上
二
お
く
つ
き
（
奥
津
城
）
お
く
り
（
送
）
お
く
る
（
送
）
四
お
く
る
（
後
）
下
二
お
こ
す
（
起
）
四
お
こ
す
（
遣
）
下
二
お
こ
た
り
（
怠
）
お
こ
た
る
（
台
心
）
お
こ
な
ひ
（
行
）
お
こ
な
ふ
（
行
）
四
お
こ
る
（
起
）
四
お
さ
ふ
（
抑
）
下
二
aabbaaabaaaabbaaaabb
お
し
て
る
（
押
照
）
四
お
し
な
べ
て
（
押
並
）
副
お
し
は
か
る
（
推
量
）
四
お
す
（
押
）
四
お
そ
し
（
遅
）
形
お
そ
る
（
恐
）
下
二
お
そ
ろ
し
（
恐
）
形
お
つ
（
落
）
上
二
お
と
（
音
）
お
と
す
（
落
）
四
お
と
つ
る
（
訪
）
下
二
お
と
ど
（
大
臣
）
お
と
な
（
大
人
）
お
と
な
し
（
大
人
）
形
お
と
る
（
劣
）
四
お
ど
ろ
お
ど
う
し
形
お
ど
ろ
く
（
驚
）
四
お
と
う
ふ
（
衰
）
下
二
お
な
じ
（
同
）
形
お
に
（
鬼
）
お
の
（
己
）
abbabaaaaaaabbabbaaab
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お
の
お
の
（
各
）
副
お
の
が
じ
し
　
副
お
の
つ
か
ら
（
自
）
副
お
の
れ
（
己
）
お
は
し
ま
す
（
在
）
四
お
は
す
（
在
）
四
お
は
す
（
在
）
下
二
お
び
（
帯
）
お
ひ
さ
き
（
生
先
）
お
ふ
（
追
）
四
お
ふ
（
負
）
四
お
ふ
（
生
）
上
二
お
ぶ
（
帯
）
四
お
ほ
（
凡
）
形
動
お
ほ
い
ど
の
（
大
殿
）
お
ぼ
え
（
覚
）
お
ほ
か
た
（
大
方
）
副
お
ほ
き
（
大
）
形
動
お
ほ
き
お
と
ど
　
　
　
　
（
太
政
大
臣
）
お
ほ
き
み
（
大
君
）
aaaaaaabaaabaaabbabb
お
ほ
け
な
し
　
形
お
ほ
し
（
多
）
形
お
ぼ
し
（
思
）
形
お
ぼ
し
め
す
（
思
召
）
四
お
ほ
す
（
仰
）
下
二
お
ほ
す
（
負
、
課
）
下
二
お
ぽ
す
（
思
）
四
お
ほ
せ
ご
と
（
仰
言
）
お
ほ
ぞ
ら
（
大
空
）
お
ほ
ち
（
大
路
）
お
ぼ
つ
か
な
し
　
形
お
ほ
ど
か
　
形
動
abaabaabaabb
お
ほ
と
な
ぶ
ら
（
大
殿
油
）
b
お
ほ
と
の
（
大
殿
）
お
ほ
と
の
こ
も
る
　
　
　
　
（
大
殿
籠
）
お
ほ
と
も
（
大
伴
）
お
ほ
は
ら
（
大
原
）
お
ほ
ふ
（
覆
）
四
お
ほ
ほ
し
（
欝
）
形
お
ほ
み
や
（
大
宮
）
aababba
お
ほ
み
や
び
と
（
大
宮
人
）
b
お
ほ
や
け
（
公
）
お
ほ
や
け
ご
と
（
公
事
）
お
ぽ
ゆ
（
覚
）
下
二
お
ほ
ろ
か
に
（
凡
）
副
お
ぼ
ろ
け
（
朧
）
形
動
お
ま
し
（
御
座
）
お
も
（
面
）
お
も
か
げ
（
面
影
）
お
も
し
（
重
）
形
お
も
し
ろ
し
（
面
白
）
形
お
も
て
（
面
）
お
も
と
（
御
許
）
お
も
の
（
御
膳
）
お
も
ひ
（
思
）
お
も
ひ
あ
は
す
　
　
　
　
（
思
合
）
下
二
ababbaaaaaababb
お
も
ひ
い
つ
（
思
出
）
下
二
a
お
も
ひ
い
る
（
思
入
）
四
　
b
お
も
ひ
か
く
（
思
掛
）
下
二
a
お
も
ひ
し
る
（
思
知
）
四
　
a
お
も
ひ
す
つ
（
思
捨
）
下
二
b
お
も
ひ
た
つ
（
思
立
）
四
　
a
お
も
ひ
た
ゆ
（
思
絶
）
下
二
b
お
も
ひ
な
し
（
思
為
）
お
も
ひ
な
す
（
思
為
）
四
お
も
ひ
は
な
る
　
　
　
　
（
思
離
）
下
二
お
も
ひ
み
だ
る
　
　
　
　
（
思
乱
）
下
二
お
も
ひ
や
り
（
思
遣
）
お
も
ひ
や
る
（
思
遣
）
四
お
も
ひ
よ
る
（
思
寄
）
四
お
も
ふ
（
思
）
四
お
も
ほ
す
（
思
）
四
お
も
ほ
ゆ
（
思
）
お
も
む
く
（
赴
）
下
二
お
や
（
親
）
，
お
ゆ
（
老
）
上
二
お
よ
す
げ
下
二
お
よ
び
（
指
）
お
よ
ぶ
（
及
）
四
bbbaaaaa。ab
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お
り
も
の
（
織
物
）
お
り
ゐ
る
（
下
居
）
上
一
お
る
（
織
）
四
お
る
（
下
）
上
二
お
ろ
か
（
愚
、
疎
）
形
動
お
ろ
す
（
下
）
四
お
ろ
そ
か
（
疎
）
形
動
お
ん
ぞ
（
御
衣
）
お
ん
や
う
じ
（
陰
陽
師
）
　
【
か
】
か
（
香
）
か
（
彼
）
が
（
賀
）
か
う
（
斯
）
副
か
う
し
（
格
子
）
か
う
じ
（
講
師
）
か
う
ぞ
め
（
香
染
）
か
う
ば
し
（
香
）
形
か
う
ぶ
り
（
冠
）
か
う
や
う
（
斯
様
）
か
う
ら
ん
（
高
欄
）
bbababaabaaaabbbbbbb
か
か
づ
ら
ふ
（
拘
）
四
か
か
ふ
（
抱
）
下
二
か
が
み
（
鏡
）
か
か
り
（
斯
有
）
ラ
変
か
が
り
び
（
舞
火
）
か
か
る
（
掛
）
四
か
き
（
垣
）
か
き
く
ら
す
（
掻
暗
）
四
か
き
つ
ば
た
（
杜
若
）
か
き
ね
（
垣
根
）
か
ぎ
り
（
限
）
か
ぎ
る
（
限
）
四
か
ぎ
ろ
ひ
（
陽
炎
）
か
く
（
書
）
四
か
く
（
掛
）
下
二
か
く
（
斯
）
副
か
く
す
（
隠
）
四
か
く
て
（
斯
）
接
が
く
も
ん
（
学
問
）
か
ぐ
ら
（
神
楽
）
か
く
る
（
隠
）
下
二
bbaaabbaaaaabbabbbbab
か
く
れ
（
隠
）
か
く
ろ
ふ
（
隠
）
四
か
け
（
鶏
）
か
げ
（
蔭
、
影
）
か
け
て
　
副
か
こ
（
水
手
）
か
こ
つ
（
託
）
四
か
ご
と
（
託
言
）
か
さ
（
笠
）
か
ざ
し
（
挿
頭
）
か
ざ
す
（
挿
頭
）
四
か
さ
な
る
（
重
）
四
か
さ
ぬ
（
重
）
下
二
か
ざ
み
（
汗
杉
）
か
ざ
り
（
飾
）
か
ざ
る
（
飾
）
四
か
し
か
ま
し
（
喧
）
形
か
し
こ
（
彼
処
）
か
し
こ
し
（
賢
、
畏
）
形
か
し
こ
ま
り
（
畏
）
か
し
こ
ま
る
（
畏
）
四
bbbaababbbbbaabaabbbb
か
し
つ
く
（
傅
）
四
か
し
ら
（
頭
）
か
す
（
貸
）
四
か
ず
（
数
）
か
す
か
（
幽
）
形
動
か
す
が
（
春
日
）
か
ず
か
ず
（
数
数
）
形
動
か
ず
ま
ふ
（
数
）
下
二
か
す
み
（
霞
）
か
す
む
（
霞
）
四
か
す
む
（
調
）
下
二
か
ぜ
（
風
）
か
ぞ
ふ
（
数
）
下
二
か
た
（
型
、
絵
）
か
た
（
潟
）
か
た
（
肩
）
か
た
（
方
）
か
た
が
た
（
方
方
）
か
た
き
（
敵
）
か
た
く
な
（
頑
）
形
動
か
た
こ
ひ
（
片
恋
）
bababbbaaabbaabbabbbb
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か
た
ざ
ま
（
片
様
）
か
た
し
（
固
、
難
）
形
か
た
し
く
（
片
敷
）
四
か
た
じ
け
な
し
（
添
）
形
か
た
ち
（
形
）
か
た
と
き
（
片
時
）
か
た
は
（
片
端
）
形
動
か
た
は
し
（
片
端
）
か
た
は
ら
（
傍
）
か
た
は
ら
い
た
し
　
　
　
　
（
傍
痛
）
形
か
た
び
ら
（
帷
子
）
か
た
ぶ
く
（
傾
）
四
か
た
へ
（
片
方
）
か
た
ほ
形
動
か
た
み
（
形
見
）
か
た
み
に
（
互
）
副
か
た
も
ん
（
固
紋
）
か
た
ら
ふ
（
五
ロ
ニ
＝
口
）
四
か
た
る
（
語
）
四
か
ち
（
揖
）
babaabbbaababababaab
か
ち
（
加
持
）
か
つ
（
勝
）
四
か
つ
（
且
）
副
か
づ
き
（
潜
、
被
）
か
つ
く
（
潜
、
被
）
四
か
つ
く
（
潜
、
被
）
下
二
か
つ
て
（
曾
）
副
か
つ
ら
（
桂
）
か
づ
ら
（
葛
）
か
ど
（
門
）
か
ど
で
（
門
出
）
か
な
し
（
悲
、
愛
）
形
か
な
た
（
彼
方
）
か
な
ふ
（
叶
）
四
か
な
ら
ず
（
必
）
副
か
に
か
く
に
　
副
か
ぬ
（
兼
、
予
）
下
二
か
ね
（
金
、
鐘
、
錠
）
か
ね
て
（
予
）
副
か
の
（
彼
）
連
体
か
は
（
川
）
baabbbabaaabababbaaaa
か
は
す
（
交
）
四
か
は
せ
（
川
瀬
）
か
は
つ
（
蛙
）
か
は
ら
（
川
原
）
か
は
ら
け
（
土
器
）
か
は
り
（
変
、
代
）
か
は
る
（
変
、
代
）
四
か
ひ
（
効
）
か
ひ
（
貝
）
か
ふ
（
換
）
下
二
か
ふ
（
飼
）
四
か
ふ
ち
（
河
内
）
か
へ
さ
（
帰
）
か
へ
し
（
返
）
か
へ
す
（
返
）
四
bbbbbabaaabbbba
か
へ
す
が
へ
す
（
返
返
）
副
a
か
へ
り
（
返
、
帰
）
か
へ
り
ご
と
（
返
言
）
か
へ
り
て
（
却
）
副
か
へ
り
み
（
顧
）
か
へ
り
み
る
（
顧
）
上
一
aabba
か
へ
る
（
帰
）
四
か
へ
る
さ
（
帰
方
）
か
ほ
（
顔
）
か
ほ
ど
り
（
顔
鳥
）
か
ま
ふ
（
構
）
下
二
か
み
（
上
、
守
）
か
み
（
紙
）
か
み
（
神
、
雷
）
か
み
（
髪
）
か
み
し
も
（
上
下
）
か
み
よ
（
神
代
）
か
む
か
ぜ
（
神
風
）
か
む
か
ら
（
神
柄
）
か
む
さ
ぶ
（
神
）
上
二
か
む
な
が
ら
（
神
随
）
副
か
む
な
づ
き
（
神
無
月
）
か
む
な
び
（
神
南
備
）
か
め
（
瓶
）
か
も
（
賀
茂
）
か
も
（
鴨
）
か
や
（
萱
）
abababaaabbbbabbbbbbb
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か
や
う
（
斯
様
）
か
よ
ふ
（
通
）
四
か
ら
（
唐
）
　
　
・
か
ら
う
じ
て
（
辛
）
副
か
ら
ぎ
ぬ
（
唐
衣
）
か
ら
し
（
辛
）
形
か
ら
す
（
烏
）
か
り
（
雁
）
か
り
（
狩
）
か
り
（
仮
）
形
動
が
り
（
許
）
か
り
が
ね
（
雁
音
）
か
り
ぎ
ぬ
（
狩
衣
）
か
り
こ
も
（
刈
薦
）
か
り
そ
め
（
仮
初
）
形
動
か
り
ほ
（
仮
庵
）
か
る
（
刈
）
四
か
る
（
借
）
四
か
る
（
枯
、
澗
）
下
二
か
る
（
離
）
下
二
か
る
が
る
し
（
軽
軽
）
形
aaaabbababbbbbbababab
か
れ
（
彼
）
か
ろ
が
う
し
（
軽
軽
）
形
か
ろ
し
（
軽
）
形
か
わ
く
（
乾
）
四
か
を
り
（
薫
）
か
ん
（
守
）
か
ん
ず
（
感
）
サ
変
か
ん
だ
ち
め
（
上
達
部
）
　
【
き
】
き
（
木
）
き
（
紀
伊
）
き
え
の
こ
る
（
消
残
）
四
き
か
す
（
聞
）
下
二
き
き
い
る
（
聞
入
）
下
二
き
ぎ
し
（
維
）
き
き
つ
く
（
聞
付
）
下
二
き
き
に
く
し
（
聞
難
）
形
き
き
わ
く
（
聞
分
）
四
き
く
（
菊
）
き
く
（
聞
）
四
き
こ
え
（
聞
）
abababbbbaabaabaabba
き
こ
し
め
す
（
聞
召
）
四
き
こ
し
を
す
（
聞
食
）
四
き
こ
す
（
聞
）
四
き
こ
ゆ
（
聞
）
下
二
き
さ
き
（
后
）
き
さ
ら
ぎ
（
二
月
）
き
し
（
岸
）
ぎ
し
き
（
儀
式
）
　
．
き
す
（
着
）
下
二
き
ず
（
傷
）
き
た
（
北
）
き
た
な
げ
（
汚
）
形
動
き
た
の
か
た
（
北
方
）
き
た
る
（
来
）
四
き
ち
や
う
（
几
帳
）
き
つ
ね
（
狐
）
き
ぬ
（
衣
）
き
の
ふ
（
昨
日
）
き
は
（
際
）
き
は
み
（
極
）
き
は
め
て
（
極
）
副
bbbabbaaabaabbabababb
き
は
や
か
（
際
）
形
動
き
ほ
ふ
（
競
）
四
き
み
（
君
）
き
や
う
（
京
）
き
や
う
（
経
）
き
や
う
（
卿
）
ぎ
や
う
か
う
（
行
幸
）
き
ゆ
（
消
）
下
二
き
よ
う
（
興
）
き
よ
げ
（
清
）
形
動
き
よ
し
（
清
）
形
き
よ
み
つ
（
清
水
）
き
よ
ら
（
清
）
形
動
き
ら
ぎ
ら
し
形
き
り
（
霧
）
き
る
（
切
）
四
き
る
（
着
）
上
一
き
ん
（
琴
）
き
ん
だ
ち
（
公
達
）
　
【
〈
】
く
（
来
）
力
変
bbaaaaaaababaaaaabaa
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ぐ
（
具
）
く
い
（
悔
）
く
さ
（
草
）
く
さ
ま
く
ら
（
草
枕
）
く
さ
む
ら
（
叢
）
く
ず
（
葛
）
ぐ
す
（
具
）
サ
変
く
す
し
（
医
師
）
く
す
だ
ま
（
薬
玉
）
く
す
り
（
薬
）
く
せ
（
癖
）
く
だ
く
（
砕
）
四
く
だ
も
の
（
果
物
）
く
だ
る
（
下
）
四
く
ち
（
口
）
く
ち
を
し
（
口
惜
）
形
く
つ
（
沓
）
く
つ
（
朽
）
上
二
く
つ
る
（
崩
）
下
二
く
で
う
（
九
条
）
く
に
（
国
）
aaaabbbbbabababbbbbba
く
は
し
（
詳
、
妙
）
形
く
は
ふ
（
加
）
下
二
く
び
（
首
）
く
ひ
な
（
水
鶏
）
く
ふ
（
食
）
四
く
ま
（
隈
）
く
む
（
汲
）
四
く
も
（
雲
）
く
も
が
く
る
（
雲
隠
）
四
く
も
る
（
曇
）
四
く
も
ゐ
（
雲
居
）
く
や
し
（
悔
）
形
く
ゆ
（
悔
）
上
二
く
ら
う
ど
（
蔵
人
）
く
ら
し
（
暗
）
形
く
ら
す
（
暮
）
四
く
ら
ぶ
（
比
）
下
二
く
ら
ゐ
（
位
）
く
る
（
暮
、
眩
）
下
二
く
る
し
（
苦
）
形
く
る
ま
（
車
）
baaabaabbabaababbaaaa
く
れ
た
け
（
呉
竹
）
く
れ
な
ゐ
（
紅
）
く
ろ
し
（
黒
）
形
ぐ
わ
ん
（
願
）
く
わ
ん
ぱ
く
ど
の
　
　
　
　
（
関
白
殿
）
　
【
け
】
け
（
毛
）
け
（
気
）
け
（
故
）
け
（
異
）
形
動
げ
い
（
芸
）
け
い
す
（
啓
）
サ
変
け
さ
（
今
朝
）
け
さ
（
袈
裟
）
け
ざ
や
か
　
形
動
け
し
（
異
）
形
け
し
き
（
気
色
）
け
し
き
ば
む
（
気
色
）
四
げ
す
（
下
衆
）
け
そ
う
（
顕
証
）
形
動
aabbbaababbabbaaaab
け
だ
い
（
解
台
心
）
け
だ
か
し
（
気
高
）
形
け
だ
し
（
蓋
）
副
　
　
」
け
ち
か
し
（
気
近
）
形
け
ち
め
（
差
別
）
け
つ
（
消
）
四
け
ど
ほ
し
（
気
遠
）
形
げ
に
（
実
）
副
け
は
ひ
（
気
配
）
け
ふ
（
今
日
）
け
ぶ
り
（
煙
）
げ
ん
じ
（
源
氏
）
．
　
【
こ
】
こ
（
子
、
蚕
）
こ
（
故
）
こ
（
此
）
ご
（
碁
）
ご
（
期
）
こ
う
ず
（
困
、
極
）
サ
変
こ
う
ち
ぎ
（
小
桂
）
こ
う
ば
い
（
紅
梅
）
baaaabbbabbb
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こ
が
ね
（
黄
金
）
こ
き
ん
（
古
今
）
こ
ぐ
（
漕
）
四
こ
け
（
苔
）
こ
こ
（
此
処
）
こ
こ
だ
　
副
こ
こ
ち
（
心
地
）
こ
こ
も
と
（
此
処
許
）
こ
こ
ら
（
幾
許
）
副
こ
こ
ろ
（
心
）
こ
こ
ろ
う
（
心
得
）
下
二
こ
こ
ろ
お
き
て
（
心
掟
）
こ
こ
ろ
お
と
り
（
心
劣
）
こ
こ
ろ
ぐ
し
（
心
苦
）
形
babaabbabaaabb
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
（
心
苦
）
形
b
こ
こ
ろ
ざ
し
（
志
）
こ
こ
ろ
ざ
ま
（
心
様
）
こ
こ
ろ
つ
か
ひ
（
心
遣
）
こ
こ
ろ
づ
き
（
心
付
）
こ
こ
ろ
づ
く
し
（
心
尽
）
baaba
こ
こ
ろ
つ
よ
し
（
心
強
）
形
b
こ
こ
ろ
ど
（
心
利
）
　
　
　
b
こ
こ
ろ
と
き
め
き
（
心
悸
）
b
こ
こ
ろ
な
ぐ
さ
（
心
慰
）
　
b
こ
こ
ろ
ぽ
せ
（
意
）
　
　
　
b
こ
こ
ろ
ぽ
へ
（
心
延
）
　
　
a
こ
こ
ろ
ぽ
そ
し
（
心
細
）
形
a
こ
こ
ろ
ま
ど
ひ
（
心
惑
）
こ
こ
ろ
み
る
（
試
）
上
一
こ
こ
ろ
も
と
な
し
　
　
　
（
心
許
無
）
形
こ
こ
ろ
よ
せ
（
心
寄
）
こ
さ
め
（
小
雨
）
こ
し
（
腰
）
こ
し
（
輿
）
こ
し
（
越
）
（
地
名
）
こ
し
（
濃
）
形
こ
し
ら
ふ
（
持
）
下
二
こ
す
（
越
）
四
こ
ず
ゑ
（
梢
）
こ
せ
ち
（
五
節
）
ご
ぜ
ん
（
御
前
）
bbababl）abbabba
こ
ぞ
（
去
年
）
こ
だ
ち
（
木
立
）
こ
た
ふ
（
答
）
下
二
こ
ち
た
し
（
言
痛
）
形
こ
と
（
事
）
こ
と
（
言
）
こ
と
（
琴
）
こ
と
（
異
）
形
動
こ
と
（
同
）
副
ご
と
ご
と
（
悉
）
副
ご
と
ご
と
（
異
事
）
ご
と
ご
と
し
（
事
事
）
形
こ
と
さ
ら
（
殊
更
）
形
動
こ
と
し
（
今
年
）
こ
と
つ
く
（
託
）
下
二
こ
と
ど
ひ
（
言
問
）
こ
ど
ね
り
わ
ら
は
　
　
　
（
小
舎
人
童
）
こ
と
の
は
（
言
葉
）
こ
と
ぽ
（
言
葉
）
こ
と
ひ
と
（
異
人
）
bbaaaabbaaaaaaaaaaab
こ
と
や
う
（
異
様
）
形
動
こ
と
わ
り
（
理
）
こ
な
た
（
此
方
）
こ
ぬ
れ
（
木
末
）
こ
の
（
此
）
連
体
こ
の
ご
ろ
（
此
頃
）
こ
の
は
（
木
葉
）
こ
の
ま
（
木
間
）
こ
の
ま
し
（
好
）
形
こ
の
む
（
好
）
四
こ
の
も
と
（
木
下
）
こ
の
ゑ
（
近
衛
）
こ
ひ
（
鯉
）
こ
ひ
（
恋
）
こ
ひ
し
（
恋
）
形
こ
ふ
（
乞
）
四
こ
ふ
（
恋
）
上
二
こ
ぼ
つ
（
壊
）
四
こ
ほ
り
（
氷
）
こ
ほ
る
（
氷
）
四
こ
ぼ
る
（
零
、
毅
）
下
二
bbbbaaabbbbaabaaabaaa
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こ
ま
（
駒
）
　
　
　
　
　
b
こ
ま
か
（
細
）
形
動
　
　
　
b
こ
ま
つ
（
小
松
）
　
　
　
　
b
こ
ま
や
か
（
細
、
濃
）
形
動
b
こ
む
（
込
）
下
二
こ
も
（
薦
）
こ
も
り
く
（
隠
国
）
こ
も
る
（
籠
）
四
こ
や
す
（
臥
）
四
こ
ゆ
（
越
）
下
二
こ
ゆ
（
肥
）
下
二
こ
よ
な
し
　
形
こ
よ
ひ
（
今
宵
）
ご
ら
ん
ず
（
御
覧
）
サ
変
こ
る
（
樵
）
四
こ
れ
（
此
）
こ
ろ
（
頃
）
こ
ろ
（
子
）
こ
ろ
す
（
殺
）
四
こ
ろ
ほ
ひ
（
頃
）
こ
ろ
も
（
衣
）
abbbaabaaabababbb
こ
ろ
も
で
（
衣
手
）
ご
ゐ
（
五
位
）
こ
ゑ
（
声
）
　
【
さ
】
さ
（
然
）
副
さ
い
ぐ
う
（
斎
宮
）
さ
い
し
や
う
（
宰
相
）
さ
い
は
ひ
（
幸
）
さ
い
ゐ
ん
（
斎
院
）
さ
う
（
左
右
）
さ
う
（
相
）
さ
う
（
箏
）
さ
う
（
荘
）
さ
う
ざ
う
し
（
寂
）
形
さ
う
し
（
草
子
）
さ
う
じ
（
障
子
）
ざ
う
し
（
曹
司
）
さ
う
じ
み
（
正
身
）
さ
う
そ
く
（
装
束
）
さ
う
そ
く
（
装
束
）
四
さ
う
ぶ
（
菖
蒲
）
bbabbababbbbbbaba　abb
ざ
え
（
才
）
さ
か
（
坂
）
さ
が
（
性
）
さ
か
き
（
榊
）
さ
か
し
（
賢
）
形
さ
か
し
ら
（
賢
）
さ
か
づ
き
（
杯
）
さ
か
ひ
（
境
）
さ
か
ゆ
（
栄
）
下
二
さ
か
り
（
盛
）
さ
か
る
（
離
）
四
さ
き
（
先
）
さ
き
（
崎
）
さ
き
ざ
き
（
先
先
）
さ
き
だ
つ
（
先
立
）
四
さ
き
を
を
る
（
咲
擁
）
四
さ
く
（
咲
）
四
さ
く
（
離
）
下
二
さ
く
ら
（
桜
）
さ
ぐ
る
（
探
）
四
さ
け
（
酒
）
abababbbbababbbbabbba
さ
ご
ん
（
左
近
）
さ
さ
（
笹
）
さ
さ
ぐ
（
捧
）
下
二
さ
し
い
つ
（
差
出
）
下
二
さ
し
い
る
（
差
入
）
四
さ
し
い
る
（
差
入
）
下
二
さ
じ
き
（
桟
敷
）
さ
し
ぬ
き
（
指
貫
）
さ
し
の
ぞ
く
（
覗
）
四
さ
す
（
刺
、
樟
）
四
さ
す
（
指
、
点
）
四
さ
す
（
照
、
射
）
四
さ
す
（
閉
）
四
さ
す
が
（
流
石
）
形
動
さ
す
た
け
の
（
刺
竹
）
枕
さ
そ
ふ
（
誘
）
四
さ
だ
か
（
定
）
形
動
さ
だ
ま
る
（
定
）
四
さ
だ
む
（
定
）
下
二
さ
だ
め
（
定
）
さ
つ
き
（
五
月
）
abaabbbaabaaababaabbb
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さ
て
（
然
）
副
さ
と
（
里
）
さ
ぬ
（
寝
）
下
二
さ
ね
（
実
）
副
さ
は
（
多
）
副
さ
は
り
（
障
）
さ
は
る
（
障
、
触
）
四
さ
は
れ
感
さ
び
し
（
寂
）
形
さ
ぶ
し
（
寂
）
形
さ
ぶ
ら
ひ
（
侍
）
さ
ぶ
ら
ふ
（
侍
、
候
）
四
さ
ほ
（
佐
保
）
さ
ほ
ふ
（
作
法
）
さ
ま
（
様
）
さ
ま
か
た
ち
（
様
形
）
さ
ま
ざ
ま
（
様
様
）
形
動
さ
む
（
覚
）
下
二
さ
む
し
（
寒
）
形
さ
も
ら
ふ
（
候
）
四
さ
や
う
（
然
様
）
形
動
aaabaaababbabbbbabbbb
さ
や
か
（
清
明
）
形
動
さ
や
け
さ
（
清
明
）
さ
や
け
し
（
清
明
）
形
さ
ら
（
更
）
形
動
さ
ら
に
（
更
）
副
さ
り
（
然
有
）
ラ
変
さ
る
（
去
、
避
）
四
さ
わ
が
し
（
騒
）
形
さ
わ
ぎ
（
騒
）
さ
わ
ぐ
（
騒
）
四
さ
ゑ
も
ん
（
左
衛
門
）
さ
を
（
樟
）
さ
を
し
か
（
小
牡
鹿
）
さ
ん
で
う
（
三
条
）
さ
ん
み
（
三
位
）
　
【
し
】
し
（
師
）
し
（
詩
）
し
い
つ
（
為
出
）
下
二
し
か
（
鹿
）
し
か
（
然
）
副
bbbbbbbbbabaaaaabbba
し
が
（
志
賀
）
し
か
す
が
に
（
然
）
副
し
か
り
（
然
）
ラ
変
し
き
（
職
）
し
き
し
（
色
紙
）
し
き
た
へ
（
敷
妙
）
bbbbbb
し
き
ぶ
き
や
う
（
式
部
卿
）
b
し
く
（
敷
）
四
し
く
（
及
）
四
し
く
（
頻
）
四
し
ぐ
れ
（
時
雨
）
し
げ
い
さ
（
淑
景
舎
）
し
げ
し
（
繁
）
し
げ
る
（
繁
）
四
し
こ
（
醜
）
し
し
（
獣
）
し
じ
に
（
繁
）
副
じ
じ
ゆ
う
（
侍
従
）
し
そ
く
（
脂
燭
）
し
た
（
下
）
し
だ
（
時
）
babbbbbaababaa
し
た
が
さ
ね
（
下
襲
）
し
た
が
ふ
（
従
）
四
し
た
し
（
親
）
形
し
た
つ
（
仕
立
）
下
二
し
た
ひ
も
（
下
紐
）
し
た
ふ
（
慕
）
し
た
り
が
ほ
（
顔
）
形
動
し
づ
（
賎
）
し
づ
え
（
下
枝
）
し
つ
か
（
静
）
形
動
し
つ
く
（
雫
）
し
つ
こ
こ
ろ
（
静
心
）
し
づ
ま
る
（
鎮
、
静
）
四
し
つ
む
（
沈
）
四
し
つ
む
（
鎮
、
沈
）
下
二
し
つ
ら
ひ
（
設
）
し
で
（
死
出
）
し
ど
け
な
し
　
形
し
と
ね
（
褥
）
し
な
（
品
）
し
な
す
（
為
成
）
bababbbabbbbbabbbbbbb
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し
な
の
（
信
濃
）
し
に
（
死
）
し
ぬ
（
死
）
ナ
変
し
の
（
篠
）
し
の
ぐ
（
凌
）
四
し
の
に
　
副
し
の
び
や
か
（
忍
）
形
動
し
の
ぶ
（
偲
）
四
し
の
ぶ
（
忍
）
上
二
し
ぽ
（
柴
）
し
ぼ
し
（
暫
）
副
し
ぼ
し
ぼ
（
屡
）
副
し
は
す
（
十
二
月
）
し
ば
ら
く
（
暫
）
副
し
ひ
て
（
強
）
副
し
ふ
（
集
）
し
ふ
（
強
）
上
二
し
ほ
（
潮
）
し
ほ
（
塩
）
し
ほ
ひ
（
潮
干
）
し
ぼ
む
（
萎
）
四
σ
bbabaaabbaabbbabbabbb
し
ま
（
島
）
し
ま
し
く
（
暫
）
し
み
み
に
（
繁
）
副
し
む
（
染
、
泌
）
四
し
む
（
染
、
泌
）
下
二
し
む
（
占
、
標
）
下
二
し
め
（
標
）
し
め
す
（
示
）
四
し
め
や
か
形
動
し
も
（
霜
）
し
も
（
下
）
し
も
つ
か
へ
（
下
仕
）
し
も
び
と
（
下
人
）
し
も
べ
（
下
部
）
し
や
う
（
生
）
じ
や
う
ず
（
上
手
）
し
ゆ
う
（
衆
）
し
ら
か
は
（
白
河
）
し
ら
す
（
知
）
下
二
し
ら
な
み
（
白
波
）
し
ら
ぶ
（
調
）
下
二
bababbaabbbbbabbbbbab
し
ら
べ
（
調
）
し
ら
や
ま
（
白
山
）
し
り
（
尻
、
後
）
し
る
（
知
、
領
）
四
し
る
し
（
験
）
し
る
し
（
著
）
形
し
る
す
（
記
）
四
し
る
べ
（
導
）
し
ろ
し
（
白
）
形
し
ろ
し
め
す
（
知
召
）
四
し
ろ
た
へ
（
白
妙
）
し
わ
ざ
（
為
事
）
し
ん
で
ん
（
寝
殿
）
　
【
す
】
す
（
簾
）
す
（
為
）
サ
変
す
う
（
据
）
下
二
す
が
た
（
姿
）
す
が
の
ね
（
菅
根
）
す
が
ら
に
　
副
す
ぎ
（
杉
）
babbabbaaaabbaaaabbb
す
き
ず
き
し
（
好
好
）
形
ず
き
や
う
（
論
経
）
す
く
（
好
）
四
す
ぐ
（
過
）
上
二
す
ぐ
（
着
）
下
二
す
ぐ
す
（
過
）
四
す
く
せ
（
宿
世
）
す
く
な
し
（
少
）
形
す
く
よ
か
（
健
）
形
動
す
ぐ
る
（
優
）
下
二
す
け
（
次
官
）
す
こ
し
（
少
）
副
す
ご
し
（
凄
）
形
ず
さ
（
従
者
）
す
ざ
く
ゐ
ん
（
朱
雀
院
）
す
さ
び
（
遊
）
す
さ
ま
し
（
凄
）
形
ず
す
（
論
）
サ
変
ず
ず
（
数
珠
）
す
す
き
（
薄
）
す
ず
し
（
生
絹
）
abbbbaaababababba
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す
ず
し
（
涼
）
形
す
す
む
（
進
）
四
す
す
む
（
勧
、
進
）
下
二
す
ず
め
（
雀
）
す
ず
り
（
硯
）
す
ず
ろ
（
漫
）
す
そ
（
裾
）
す
だ
く
（
集
）
四
す
だ
れ
（
簾
）
す
ぢ
（
筋
）
す
つ
（
捨
）
下
二
す
で
に
（
既
）
副
す
な
は
ち
（
則
）
副
す
の
こ
（
葺
子
）
す
は
う
（
蘇
紡
）
す
び
つ
（
炭
櫃
）
す
べ
（
術
）
す
べ
て
（
総
）
副
ず
ほ
ふ
（
修
法
）
す
ま
（
須
磨
）
す
ま
ひ
（
住
居
）
abbbaabaaabababbababa
す
ま
ふ
（
住
）
四
す
み
（
墨
）
す
み
（
炭
）
す
み
か
（
住
処
）
す
み
の
え
（
住
吉
）
す
み
や
か
（
速
）
形
動
す
み
よ
し
（
住
吉
）
す
む
（
住
）
四
す
む
（
澄
）
四
す
め
ろ
き
（
皇
租
）
ず
り
や
う
（
受
領
）
す
る
（
摺
）
四
す
る
が
（
駿
河
）
ず
ゐ
じ
ん
（
随
身
）
す
ゑ
（
末
）
　
【
せ
】
せ
（
夫
）
せ
（
瀬
）
せ
い
す
（
制
）
せ
う
し
や
う
（
少
将
）
せ
う
そ
こ
（
消
息
）
b・bbbaababbbaabbaabbb
せ
う
と
（
兄
）
せ
う
な
ご
ん
（
少
納
言
）
せ
き
（
関
）
せ
き
も
り
（
関
守
）
せ
く
（
堰
、
塞
）
四
せ
こ
（
背
子
）
せ
し
（
狭
）
形
せ
ぜ
（
瀬
瀬
）
せ
ち
（
切
）
せ
な
（
夫
）
ぜ
に
（
銭
）
せ
ば
し
（
狭
）
形
せ
む
（
責
、
攻
）
下
二
せ
め
て
　
副
せ
ん
ざ
い
（
前
栽
）
　
【
そ
】
そ
（
其
）
そ
う
（
僧
）
ぞ
う
（
判
官
）
そ
う
じ
や
う
（
僧
正
）
そ
う
す
（
奏
）
サ
変
aaabaaaabbbbabbabbaa
そ
う
つ
（
僧
都
）
．
そ
が
ひ
（
背
向
）
そ
ぐ
（
削
）
四
そ
こ
（
底
）
そ
こ
（
其
処
）
そ
こ
な
ふ
（
傷
）
四
そ
こ
は
か
と
　
副
そ
こ
ひ
（
底
）
そ
こ
ら
（
許
多
）
副
そ
し
る
（
諺
）
四
そ
そ
の
か
す
（
唆
）
四
そ
で
（
袖
）
そ
な
た
（
其
方
）
そ
の
（
園
）
そ
の
（
其
）
連
体
そ
の
か
み
（
其
上
）
そ
の
ふ
（
園
生
）
そ
ぼ
（
側
）
そ
ふ
（
添
）
四
そ
ふ
（
添
）
下
二
そ
ぼ
つ
（
濡
）
四
abba
「
abaabbbabbabbbbbb
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そ
む
（
染
）
四
そ
む
（
染
）
下
二
そ
む
く
（
背
、
叛
）
四
そ
ら
（
空
）
そ
ら
ご
と
（
空
言
）
そ
れ
（
其
）
　
【
た
】
た
（
田
）
た
（
誰
）
た
い
（
対
）
だ
い
（
題
）
だ
い
じ
（
大
事
）
だ
い
し
や
う
（
大
将
）
だ
い
じ
ん
（
大
臣
）
だ
い
な
ご
ん
　
　
　
　
　
（
大
納
言
）
だ
い
ぼ
ん
ど
こ
ろ
　
　
　
　
　
（
台
盤
所
）
だ
い
ふ
（
大
夫
）
た
い
ふ
（
大
輔
）
た
い
め
（
対
面
）
aaaaabbabbabaababb
だ
い
り
（
内
裏
∀
だ
う
（
堂
）
た
え
ず
（
絶
）
副
た
え
て
（
絶
）
副
た
え
ま
（
絶
間
）
た
か
（
鷹
）
た
が
（
誰
）
連
体
た
か
し
（
高
）
形
た
が
ひ
に
（
互
）
副
た
が
ふ
（
違
）
四
た
が
ふ
（
違
）
下
二
た
か
ら
（
宝
）
た
き
（
滝
）
た
き
ぐ
ち
（
滝
口
）
た
ぎ
つ
（
瑞
）
四
た
き
も
の
（
薫
物
）
た
く
（
縮
）
四
た
く
（
長
）
下
二
た
ぐ
ひ
（
類
）
た
ぐ
ふ
（
類
）
四
た
く
み
（
工
、
巧
）
abbbabbbbbaababaababb
た
け
（
丈
）
た
け
（
竹
）
た
け
（
岳
）
た
け
し
（
武
）
形
た
こ
（
田
児
）
（
地
名
）
た
し
か
（
確
）
形
動
た
す
く
（
助
）
下
二
た
だ
（
唯
、
直
、
徒
）
副
た
だ
い
ま
（
只
今
）
た
た
く
（
叩
）
四
た
だ
し
（
但
）
接
た
だ
び
と
（
直
人
）
た
た
み
（
畳
）
た
だ
よ
ふ
（
漂
）
四
た
ち
（
太
刀
）
た
ち
い
つ
（
立
出
）
下
二
た
ち
か
へ
り
（
立
返
）
副
た
ち
か
へ
る
（
立
返
）
四
た
ち
ぽ
な
（
橘
）
た
ち
ぽ
な
（
橘
）
（
地
名
）
た
ち
ゐ
（
立
居
）
baabbabbaabbbbbababbb
た
つ
（
竜
、
辰
）
た
つ
（
立
）
四
た
つ
（
立
）
下
二
た
つ
（
断
）
四
た
つ
（
鶴
）
た
づ
き
（
便
）
た
つ
さ
は
る
（
携
）
四
た
つ
た
（
立
田
）
た
つ
た
や
ま
（
立
田
山
）
た
つ
ぬ
（
尋
）
下
二
た
つ
み
（
辰
巳
）
た
て
じ
と
み
（
立
蔀
）
た
て
ぶ
み
（
立
文
）
た
て
ま
つ
る
（
奉
）
四
た
て
ま
つ
れ
（
奉
）
動
た
ど
た
ど
し
形
た
と
ひ
（
縦
）
副
た
と
ふ
（
壁
口
）
下
二
た
ど
る
（
辿
）
四
た
な
ぽ
た
（
七
夕
）
た
な
び
く
（
棚
引
）
四
bbbabbbabbbbbbaab
　　　　　－144一
abbb
伽
　
　
た
に
（
谷
）
　
　
た
ね
（
種
）
　
　
た
の
し
（
楽
）
　
　
た
の
し
む
（
楽
）
四
　
　
た
の
み
（
頼
）
　
　
た
の
む
（
頼
）
四
　
　
た
の
む
（
頼
）
下
二
　
　
た
の
も
し
（
頼
）
形
　
　
た
ぽ
か
る
（
謀
）
四
動伏
た
は
ぶ
れ
（
戯
）
　
　
た
は
る
（
戯
）
下
二
表彙
た
び
（
旅
）
語本
た
び
（
度
）
嵯
た
び
た
び
（
度
度
）
副
蝉
た
ひ
ら
か
（
平
）
形
動
縣
　
た
ふ
（
堪
）
下
二
繊
た
ぶ
（
賜
）
四
代
　
た
ふ
と
し
（
尊
）
形
時安
　
た
ふ
る
（
倒
）
下
二
平良
た
ま
（
玉
）
奈　
た
ま
（
魂
）
aabababaaabbbababbbba
た
ま
（
多
摩
）
（
地
名
）
た
ま
か
き
る
（
玉
限
）
枕
た
ま
か
づ
ら
（
玉
葛
）
た
ま
く
し
げ
（
玉
櫛
笥
）
た
ま
く
ら
（
手
枕
）
た
ま
さ
か
（
偶
）
形
動
た
ま
し
ひ
（
魂
）
た
ま
だ
す
き
（
玉
裡
）
た
ま
だ
れ
（
玉
垂
）
た
ま
つ
さ
（
玉
章
）
た
ま
は
る
（
賜
）
四
た
ま
ふ
（
賜
）
四
た
ま
ぽ
こ
（
玉
鉾
）
た
ま
も
（
玉
裳
）
た
ま
も
（
玉
藻
）
た
ま
る
（
溜
）
四
た
み
（
民
）
た
む
け
（
手
向
、
峠
）
た
め
（
為
）
た
め
し
（
例
、
試
）
た
め
ら
ふ
　
四
baabbbbbbaabbbbbbbbbb
た
も
と
（
挟
）
た
ゆ
（
絶
）
下
二
た
ゆ
た
ふ
（
揺
蕩
）
四
た
ゆ
む
（
弛
）
た
よ
り
（
便
）
た
ら
ち
ね
の
　
枕
だ
ら
に
（
陀
羅
尼
）
た
る
（
垂
）
た
る
（
足
）
四
た
れ
（
誰
）
た
わ
や
め
（
手
弱
女
）
た
ゐ
（
田
井
）
た
を
る
（
手
折
）
四
　
【
ち
】
ち
（
地
）
ち
か
し
（
近
）
形
ち
か
づ
く
（
近
付
）
四
ち
か
ら
（
力
）
ち
ぎ
り
（
契
）
ち
ぎ
る
（
契
）
四
ぢ
げ
（
地
下
）
abbaabbbabbaabbbabab
ち
こ
（
児
）
ち
ぢ
（
父
）
ち
ぢ
は
は
（
父
母
）
ち
と
せ
（
千
年
）
ち
ど
り
（
千
鳥
）
ち
ひ
さ
し
（
小
）
形
ち
へ
（
千
重
）
ち
ま
た
（
岐
、
街
）
ぢ
も
く
（
除
目
）
ち
や
う
（
帳
）
babaa
ち
は
や
ぶ
る
（
千
早
振
）
枕
b
ち
ゆ
う
ぐ
う
（
中
宮
）
ち
ゆ
う
じ
や
う
（
中
将
）
ababbba
ち
ゆ
う
な
ご
ん
（
中
納
言
）
a
ち
よ
（
千
代
）
ち
ら
す
（
散
）
四
ち
り
（
塵
）
ち
り
（
散
）
ち
る
（
散
）
四
ち
ん
（
陣
）
　
【
つ
】
aabaab
145
，
　
つ
（
津
）
動　
つ
（
津
）
（
地
名
）
α　
つ
い
た
ち
（
一
日
）
表彙
　
っ
い
ぢ
（
築
地
）
語本
　
つ
い
で
（
序
、
次
）
基　
つ
い
ひ
ぢ
（
築
地
）
の学　
つ
か
（
塚
）
文縣
つ
か
う
ま
つ
る
（
仕
）
四
文
つ
か
さ
（
司
）
和　
つ
か
は
す
（
遣
）
四
代時　
つ
か
ひ
（
使
）
安平　
つ
か
ふ
（
使
）
四
良奈　
つ
か
ふ
（
仕
）
下
二
・
つ
き
（
月
）
　
つ
き
（
尽
）
　
つ
ぎ
（
次
）
　
つ
き
く
さ
（
月
草
）
　
つ
き
ご
ろ
（
月
頃
）
　
　
つ
ぎ
つ
ぎ
（
次
次
）
　
　
つ
き
づ
き
し
形
　
　
つ
き
な
し
（
付
無
）
abababaaaaabbabbbbaab
つ
き
ひ
（
月
日
）
つ
く
（
着
、
付
）
四
つ
く
（
着
、
付
）
下
二
つ
く
（
突
、
吐
、
築
）
四
つ
く
（
尽
）
上
二
つ
ぐ
（
継
、
次
）
四
つ
ぐ
（
告
）
下
二
つ
く
し
（
筑
紫
）
つ
く
す
（
尽
）
四
つ
く
づ
く
と
副
つ
く
ば
ね
（
筑
波
嶺
）
つ
く
よ
（
月
夜
）
つ
く
る
（
作
）
四
つ
く
ろ
ふ
（
繕
）
四
つ
ご
も
り
（
晦
日
）
つ
た
（
蔦
）
つ
た
な
し
（
拙
）
形
つ
た
ふ
（
伝
）
下
二
つ
ち
（
土
）
つ
づ
く
（
続
）
つ
つ
し
む
（
慎
）
四
bbaabbbaabbaababaaaaa
つ
つ
ま
し
（
慎
）
形
つ
つ
ま
し
げ
（
慎
）
形
動
つ
つ
み
（
堤
）
つ
つ
む
（
包
）
四
つ
つ
む
（
慎
、
慈
）
四
つ
と
（
苞
）
つ
と
副
つ
ど
ふ
（
集
）
四
つ
と
む
（
勤
、
努
）
下
二
つ
と
め
て
（
早
朝
）
つ
な
（
綱
）
つ
な
ぐ
（
繋
）
四
つ
な
で
（
綱
手
）
つ
ね
（
常
）
つ
の
（
角
）
つ
は
も
の
（
丘
ハ
）
つ
ひ
に
（
終
）
副
つ
ぶ
る
（
潰
）
下
二
つ
ぼ
（
壷
）
つ
ぼ
ね
（
局
）
つ
ま
（
妻
、
夫
）
aabaabbabbabbbabbabba
つ
ま
（
端
、
褄
）
つ
ま
ど
（
妻
戸
）
つ
み
（
罪
）
つ
む
（
積
）
四
つ
む
（
摘
、
瓠
）
四
つ
め
（
爪
）
つ
も
る
（
積
）
四
つ
や
（
艶
）
つ
や
や
か
（
艶
）
形
動
つ
ゆ
（
露
）
つ
ゆ
じ
も
（
露
霜
）
つ
よ
し
（
強
）
形
つ
ら
さ
（
辛
）
つ
ら
し
（
辛
）
形
つ
り
（
釣
）
つ
る
（
釣
）
四
つ
る
ば
み
（
橡
）
つ
れ
づ
れ
（
徒
然
）
形
動
つ
れ
な
し
形
つ
れ
も
な
し
形
　
【
て
】
baabbbabababbabababb
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て
（
手
）
て
う
ず
（
手
水
）
て
う
ど
（
調
度
）
で
し
（
弟
子
）
て
つ
か
ら
（
手
）
副
て
な
ら
ひ
（
手
習
）
て
ふ
（
「
と
い
ふ
」
の
約
）
て
ら
（
寺
）
て
ら
す
（
照
）
四
て
る
（
照
）
四
て
ん
じ
や
う
び
と
（
殿
上
人
）
a
て
ん
に
ん
（
天
人
）
　
【
と
】
と
（
外
）
と
（
戸
、
門
）
と
副
と
う
（
頭
）
と
う
ぐ
う
（
春
宮
）
と
う
だ
い
（
灯
台
）
と
が
（
者
）
と
か
く
副
aabaabaa　b　abaabababa
と
が
む
（
答
）
下
こ
と
き
（
時
）
と
き
じ
（
時
）
形
と
き
ど
き
（
時
時
）
と
き
は
（
常
磐
）
ど
き
や
う
（
読
経
）
と
く
（
徳
）
と
く
（
解
）
四
と
く
（
解
）
下
二
と
ぐ
ち
（
戸
口
）
と
こ
（
床
）
と
こ
よ
（
常
世
）
と
こ
ろ
（
所
）
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
（
所
所
）
と
し
（
年
）
と
し
（
疾
）
形
と
じ
（
刀
自
〉
と
し
ご
ろ
（
年
頃
）
と
し
つ
き
（
年
月
）
ど
ち
（
達
）
と
と
の
ふ
（
整
）
下
二
aaaabaaaabbbabbbbabaa
と
ど
ま
る
（
止
）
四
　
　
　
a
と
ど
む
（
止
）
上
二
　
　
　
a
と
ど
ろ
に
　
副
　
　
　
b
と
な
り
（
隣
）
　
　
　
b
と
ね
り
（
舎
人
）
　
　
　
　
a
と
の
（
殿
）
　
　
　
　
a
と
の
も
つ
か
さ
（
主
殿
寮
）
b
と
の
も
り
（
殿
守
）
と
の
ゐ
び
と
（
宿
直
人
）
と
ふ
（
問
）
と
ぶ
（
飛
）
四
と
ぶ
ら
ふ
（
訪
、
弔
）
四
と
ほ
し
（
遠
）
形
と
ほ
す
（
通
）
四
と
ほ
た
あ
ふ
み
（
遠
江
）
と
ほ
る
（
通
）
四
と
ま
り
（
泊
、
留
）
と
ま
る
（
止
、
泊
）
四
と
み
に
（
頓
）
副
と
む
（
富
）
四
と
む
（
止
）
下
二
bbaababbaaaabb
と
も
（
友
）
と
も
（
供
、
伴
、
纏
）
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
と
も
カ
く
も
　
副
と
も
し
（
乏
、
羨
）
形
と
も
し
び
（
灯
）
と
も
す
（
灯
、
点
）
四
と
も
に
（
共
）
副
と
よ
む
（
響
）
四
と
よ
む
（
響
）
下
二
と
ら
す
（
取
）
下
二
と
ら
ふ
（
捕
）
下
二
と
り
（
鳥
、
鶏
）
と
り
あ
ふ
（
取
敢
）
下
二
と
り
つ
ぐ
（
取
次
）
四
と
り
ど
り
（
取
取
）
形
動
と
り
な
す
（
取
為
）
四
と
り
も
つ
（
取
持
）
四
と
り
わ
き
て
（
取
分
）
副
と
る
（
取
）
四
と
を
（
十
）
と
を
か
（
十
日
）
bbabbabbbaabbbaabbaaa
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と
を
を
　
形
動
　
【
な
】
な
（
名
）
な
（
汝
）
な
い
し
（
内
侍
）
な
か
（
中
、
仲
）
な
が
（
汝
）
連
体
な
が
え
（
醸
）
な
が
さ
（
長
）
な
が
し
（
長
）
形
な
が
す
（
流
）
四
な
か
そ
ら
（
中
空
）
形
動
な
が
つ
き
（
長
月
）
な
か
な
か
（
中
中
）
副
な
か
ぽ
（
半
）
な
が
む
（
眺
、
詠
）
下
二
な
が
め
（
眺
、
詠
）
な
が
や
か
（
長
）
形
動
な
か
ら
（
中
）
な
か
ら
ひ
（
仲
）
bbbbbabaabaabbbaaba
な
が
ら
ふ
（
流
、
永
）
下
二
b
な
が
る
（
流
）
下
二
な
が
れ
（
流
）
な
ぎ
さ
（
渚
）
な
く
（
泣
、
鳴
）
四
な
ぐ
（
投
）
下
二
な
ぐ
（
凪
、
和
）
上
二
な
ぐ
さ
む
（
慰
）
四
な
ぐ
さ
む
（
慰
）
下
二
な
ぐ
さ
め
（
慰
）
な
く
な
く
（
泣
泣
、
鳴
鳴
）
な
く
な
る
（
無
）
四
な
げ
（
無
）
形
動
な
げ
か
し
（
歎
）
形
な
げ
き
（
歎
）
な
げ
く
（
歎
）
四
な
げ
し
（
長
押
）
な
ご
り
（
名
残
）
な
さ
け
（
情
）
な
し
（
無
）
形
な
す
（
為
）
四
な
ぞ
（
何
故
）
副
aaababaabbabbaabbabba
な
ぞ
ふ
（
比
）
下
二
な
だ
ら
か
　
形
動
な
つ
（
夏
）
な
つ
（
撫
）
下
二
な
つ
か
し
（
懐
）
形
な
つ
く
（
名
付
）
下
二
な
つ
む
（
難
）
四
な
で
し
こ
（
撫
子
）
な
で
ふ
（
何
云
）
連
体
な
ど
（
何
故
）
副
な
ど
て
（
何
）
副
な
に
（
何
）
な
に
が
し
（
某
）
な
に
く
れ
（
何
彼
）
な
に
ご
こ
ろ
（
何
心
）
な
に
ご
と
（
何
事
）
な
に
は
つ
（
難
波
津
）
な
ぬ
か
（
七
日
）
な
の
め
（
斜
）
形
動
な
の
り
そ
（
莫
告
藻
）
な
の
る
（
名
告
）
四
bbbababaaaaababbaaabb
な
は
し
ろ
み
つ
　
　
　
（
苗
代
水
）
な
び
く
（
靡
）
四
な
べ
て
（
並
）
副
な
ほ
（
尚
）
な
ほ
し
（
直
衣
）
な
ほ
す
（
直
）
四
な
ほ
な
ほ
し
（
直
直
）
形
な
ま
め
か
し
　
形
な
ま
め
く
　
四
な
み
（
波
）
な
み
だ
（
涙
）
な
み
だ
が
は
（
涙
川
）
な
み
だ
ぐ
む
（
涙
含
）
四
な
む
（
並
）
下
二
な
め
し
（
無
礼
）
形
な
や
ま
し
（
悩
）
形
な
や
む
（
悩
）
四
な
ゆ
（
萎
）
下
二
な
ら
（
奈
良
）
な
ら
ひ
（
習
、
慣
）
bababbbbbaaaabaaaaab
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な
ら
び
（
双
、
並
）
な
ら
ふ
（
習
、
慣
）
四
な
ら
ぶ
（
並
）
四
な
ら
ぶ
（
並
）
下
二
な
り
（
形
）
な
る
（
成
、
為
）
四
な
る
（
鳴
）
四
な
る
（
馴
、
慣
）
下
二
な
ん
（
難
）
な
ん
ぞ
（
何
）
副
　
【
に
】
に
（
二
）
に
ぐ
（
逃
）
下
二
に
く
し
（
憎
）
形
に
く
む
（
憎
）
四
に
げ
（
似
気
）
に
ご
り
（
濁
）
に
ご
る
（
濁
）
四
に
し
（
西
）
に
し
き
（
錦
）
に
で
う
（
二
条
）
bbaaabbbbbaaabbbaaab
に
は
（
庭
）
に
は
か
（
俄
）
形
動
に
は
と
り
（
鶏
）
に
び
い
ろ
（
鈍
色
）
に
ふ
だ
う
（
入
道
）
に
ほ
ど
り
（
鳩
鳥
）
に
ほ
は
す
（
匂
）
四
に
ほ
ひ
（
匂
）
に
ほ
ふ
（
匂
）
四
に
よ
う
く
わ
ん
（
女
官
）
に
よ
う
ご
（
女
御
）
に
よ
う
ば
う
（
女
房
）
に
よ
う
ゐ
ん
（
女
院
）
に
る
（
似
）
上
一
に
ん
げ
ん
（
人
間
）
　
【
ぬ
】
ぬ
（
寝
）
下
二
ぬ
え
ど
り
（
鶴
鳥
）
ぬ
か
（
額
）
ぬ
か
つ
く
（
額
）
四
ぬ
く
（
貫
、
抜
）
四
aaabbbabaabbabbabbba
ぬ
ぐ
（
脱
）
四
ぬ
さ
（
幣
）
ぬ
し
（
主
）
ぬ
す
び
と
（
盗
人
）
ぬ
す
む
（
盗
）
四
ぬ
の
（
布
）
ぬ
ぽ
た
ま
ぬ
ふ
（
縫
）
ぬ
ま
（
沼
）
ぬ
る
（
塗
）
四
ぬ
る
（
濡
）
下
二
ぬ
れ
ぎ
ぬ
（
濡
衣
）
　
【
ね
】
ね
（
音
）
ね
（
根
）
ね
（
嶺
）
ね
が
ひ
（
願
）
ね
が
ふ
（
願
）
四
ね
こ
（
猫
）
ね
ざ
め
（
寝
覚
）
ね
た
し
（
妬
）
形
bbababbabbbbaabaabaa
ね
ぶ
た
し
（
眠
）
形
ね
も
こ
ろ
副
ね
や
（
寝
屋
）
ね
ん
ご
ろ
（
懇
）
形
動
ね
ん
ず
（
念
）
サ
変
ね
ん
ぶ
つ
（
念
仏
）
　
【
の
】
の
（
野
）
の
が
る
（
逃
）
下
二
の
き
（
軒
）
の
こ
す
（
残
）
四
の
こ
り
（
残
）
の
こ
る
（
残
）
四
の
す
（
乗
）
下
二
の
ぞ
く
（
覗
）
四
の
ぞ
み
（
望
）
の
ぞ
む
（
臨
）
四
の
た
ま
ふ
（
宣
）
四
の
ち
（
後
）
の
ど
か
（
長
閑
）
形
動
の
ど
け
し
（
長
閑
）
形
bbbababaaabbbbaaabaa
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の
ど
や
か
（
長
閑
）
形
動
の
の
し
る
（
喧
、
罵
）
四
の
ぶ
（
延
）
上
二
の
ぶ
（
延
）
下
二
の
べ
（
野
辺
）
の
ぼ
る
（
上
）
四
の
む
（
飲
）
四
の
や
ま
（
野
山
）
の
る
（
乗
）
の
る
（
告
）
四
　
【
は
】
は
（
羽
）
は
（
葉
）
は
（
端
）
ば
う
（
坊
）
は
え
（
栄
、
映
）
は
か
（
墓
）
は
か
せ
（
博
士
）
は
か
な
し
（
果
無
）
形
は
か
ば
か
し
形
は
か
ま
（
袴
）
abbbaaaabbbaabbbbabb
は
か
る
（
計
）
四
は
ぎ
（
萩
）
は
く
（
侃
、
履
）
四
は
ぐ
く
む
（
育
）
四
は
こ
（
箱
）
は
し
（
橋
）
は
し
（
階
）
は
し
（
端
）
は
し
き
や
し
句
は
し
た
な
し
形
は
じ
ま
る
（
始
）
四
は
じ
む
（
始
）
下
二
は
じ
め
（
始
）
は
し
ら
（
桂
）
は
し
る
（
走
）
四
は
た
（
機
）
は
た
（
将
）
副
は
だ
（
肌
）
は
だ
れ
（
斑
）
は
ち
（
恥
）
は
ち
す
（
蓮
）
babababababaabaabbbbb
は
つ
（
果
）
下
二
は
つ
（
恥
）
上
二
は
つ
か
（
二
十
日
）
は
つ
か
（
僅
）
は
つ
か
し
（
恥
）
形
は
づ
き
（
八
月
）
は
つ
こ
ゑ
（
初
声
）
は
つ
せ
（
初
瀬
）
は
つ
は
な
（
初
花
）
は
て
（
果
）
は
な
（
花
）
は
な
（
鼻
）
は
な
た
ち
ぽ
な
（
花
橘
）
は
な
つ
（
放
）
四
は
な
び
ら
（
花
弁
）
は
な
や
か
（
華
）
形
動
は
な
る
（
離
）
下
二
は
ね
（
羽
）
は
は
（
母
）
は
ば
か
る
（
揮
）
四
は
ひ
（
灰
）
aabb　a　bbbbaaaaabaababb
は
ふ
（
這
）
四
は
ふ
（
延
）
下
二
は
べ
り
（
侍
）
ラ
変
は
ま
（
浜
）
は
む
（
食
）
四
は
や
（
早
）
副
は
や
し
（
林
）
は
や
し
（
早
）
形
は
ら
（
原
）
は
ら
（
腹
）
は
ら
か
ら
（
同
胞
）
は
ら
だ
つ
（
腹
立
）
四
は
ら
ふ
（
払
）
四
は
る
（
春
）
は
る
（
張
）
四
は
る
（
晴
）
下
二
は
る
（
腫
）
下
二
は
る
か
（
遙
）
形
動
は
る
け
し
（
遙
）
形
は
る
さ
め
（
春
雨
）
は
る
ぽ
る
（
遙
遙
）
bbaababaaabbbaaababbb
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ば
る
べ
（
春
辺
）
【
ひ
】
ひ
（
日
）
ひ
（
火
、
灯
）
ひ
が
ご
と
（
僻
事
）
ひ
が
ひ
が
し
（
僻
僻
）
ひ
か
り
（
光
）
ひ
か
る
（
光
）
四
baaaabb
ひ
き
ゆ
る
が
す
（
引
揺
）
四
b
ひ
き
よ
づ
　
上
二
ひ
く
（
引
）
四
ひ
く
（
弾
）
四
ひ
ぐ
ら
し
（
日
暮
、
蝟
）
ひ
ご
ぽ
し
（
彦
星
）
ひ
ご
ろ
（
日
頃
）
ひ
さ
（
久
）
形
動
ひ
さ
か
た
の
（
久
方
）
枕
ひ
さ
し
（
廟
）
ひ
さ
し
（
久
）
形
ひ
じ
り
（
聖
）
ひ
た
ち
（
常
陸
）
babababbaaaa
ひ
た
ひ
（
額
）
ひ
た
ぶ
る
（
一
向
）
形
動
ひ
だ
り
（
左
）
ひ
と
（
人
）
ひ
と
が
ら
（
人
柄
）
ひ
と
げ
（
人
気
）
ひ
と
ご
と
（
人
言
）
ひ
と
ざ
ま
（
人
様
）
ひ
と
し
（
等
）
形
abaabbbbb
ひ
と
し
れ
ず
（
人
不
知
）
副
b
ひ
と
た
び
（
一
度
）
ひ
と
つ
（
一
）
ひ
と
つ
て
（
人
伝
）
ひ
と
づ
ま
（
人
妻
）
ひ
と
と
こ
ろ
（
一
所
）
ひ
と
と
せ
（
一
年
）
ひ
と
ひ
（
一
日
）
ひ
と
び
と
（
人
人
）
ひ
と
び
と
し
（
人
人
）
形
ひ
と
ふ
し
（
一
節
）
ひ
と
へ
（
一
重
、
単
衣
）
aabbbbbabba
ひ
と
ま
（
人
間
）
ひ
と
め
（
人
目
）
ひ
と
め
（
一
目
）
ひ
と
や
り
（
人
遣
）
ひ
と
よ
（
一
夜
）
ひ
と
り
（
一
人
）
ひ
と
り
ご
つ
（
独
言
）
四
babbaab
ひ
と
わ
ら
へ
（
人
笑
）
形
動
b
ひ
な
（
鄙
）
ひ
ね
も
す
（
終
日
）
副
び
は
（
琵
琶
）
ひ
び
（
日
日
）
ひ
び
き
（
響
）
四
ひ
ま
（
隙
）
ひ
む
が
し
（
東
）
ひ
め
ぎ
み
（
姫
君
）
ひ
も
（
紐
）
び
や
う
ぶ
（
屏
風
）
ひ
や
う
ぶ
き
や
う
　
　
　
　
（
兵
部
卿
）
ひ
や
う
ゑ
（
兵
衛
）
bbabbaabaabb
び
ら
う
げ
（
積
榔
毛
）
ひ
ら
く
（
開
）
四
ひ
り
ふ
（
拾
）
ひ
る
（
昼
）
ひ
る
（
嘘
）
上
一
ひ
る
（
干
）
上
一
ひ
る
ね
（
昼
寝
）
ひ
ろ
ぐ
（
拡
）
下
二
ひ
ろ
ご
る
（
拡
）
四
ひ
ろ
し
（
広
）
形
ひ
ろ
ふ
（
拾
）
四
ひ
を
け
（
火
桶
）
び
ん
（
便
）
　
【
ふ
】
ふ
（
経
）
下
二
ふ
え
（
笛
）
ふ
か
し
（
深
）
形
ふ
か
む
（
深
）
下
二
ふ
く
（
吹
）
四
ふ
く
（
更
）
下
二
ふ
く
ろ
（
袋
）
bbbaabbbbaaabaaabaab
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ふ
し
（
節
）
ふ
じ
（
富
士
）
ふ
し
み
（
伏
見
）
ふ
す
（
臥
）
四
ふ
す
（
臥
）
下
二
ふ
す
ま
（
裳
）
ふ
た
（
蓋
）
ふ
た
あ
ゐ
（
二
藍
）
ふ
た
が
る
（
塞
）
四
ふ
た
ぐ
（
塞
）
四
ふ
た
た
び
（
再
、
二
度
）
ふ
た
つ
（
二
）
ふ
た
り
（
二
人
）
ふ
ち
（
淵
）
ふ
ち
（
藤
）
ふ
ち
な
み
（
藤
波
）
ふ
ち
ぼ
か
ま
（
藤
袴
）
ふ
ち
は
ら
（
藤
原
）
ふ
ち
や
う
（
不
定
）
形
動
ふ
つ
か
（
二
日
）
ぶ
つ
み
や
う
（
仏
名
）
bbaaaabbbbbbbabbbbbbb
ふ
で
（
筆
）
ふ
と
　
副
ふ
と
こ
ろ
（
懐
）
ふ
な
で
（
船
出
）
ふ
な
び
と
（
船
人
）
ふ
ね
（
船
）
ふ
み
（
文
）
ふ
む
（
踏
）
四
ふ
も
と
（
麓
）
ふ
ゆ
（
冬
）
ふ
ゆ
こ
も
り
（
冬
籠
）
ふ
よ
う
（
不
用
）
形
動
ふ
り
さ
け
み
る
　
　
（
振
放
見
）
上
一
ふ
り
し
く
（
降
頻
）
四
ふ
り
は
ふ
（
振
延
）
下
二
ふ
る
（
布
留
）
ふ
る
（
降
）
四
ふ
る
（
振
）
四
ふ
る
（
古
）
上
二
ふ
る
（
触
）
下
二
bbabaaabbbaabbbbabba
ふ
る
さ
と
（
故
郷
）
ふ
る
し
（
古
）
形
ふ
る
ま
ひ
（
振
舞
）
【
へ
】
へ
（
辺
）
へ
（
上
）
べ
た
う
（
別
当
）
へ
だ
た
る
（
隔
）
四
へ
だ
つ
（
隔
）
下
ニ
へ
だ
て
（
隔
）
へ
ん
（
辺
）
べ
ん
（
弁
）
　
【
ほ
】
ほ
（
穂
）
ほ
い
（
本
意
）
ほ
か
（
外
）
ほ
こ
る
（
誇
）
四
ほ
し
（
星
）
ほ
し
（
欲
）
形
ほ
す
（
干
）
四
ほ
そ
し
（
細
）
形
aaabbaabbaabaabbbbb
ほ
そ
ど
の
（
細
殿
）
．
ほ
そ
や
か
（
細
）
形
動
ほ
だ
し
（
絆
）
ほ
た
る
（
螢
）
ほ
ど
（
程
）
ほ
と
け
（
仏
）
ほ
と
と
ぎ
す
（
時
鳥
）
ほ
ど
ほ
ど
（
程
程
）
ほ
と
り
（
辺
）
ほ
ね
（
骨
）
ほ
の
か
（
灰
）
形
動
ほ
の
ぼ
の
　
副
ほ
の
め
か
す
（
灰
）
四
ほ
ふ
（
法
）
ほ
ふ
し
（
法
師
）
ほ
ほ
ゑ
む
（
微
笑
）
四
ほ
む
（
誉
）
下
二
ほ
り
え
（
堀
江
）
ほ
る
（
掘
）
四
ほ
る
（
欲
）
四
ほ
ん
じ
や
う
（
本
性
）
bbabbbabbbaaaabbb
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【
ま
】
ま
（
間
）
ま
い
て
（
況
）
副
ま
う
く
（
設
）
下
二
ま
う
け
（
設
）
ま
う
す
（
申
）
四
ま
う
つ
（
詣
）
下
二
ま
か
す
（
任
）
下
二
ま
か
ぢ
（
真
揖
）
ま
か
つ
（
罷
出
）
下
ま
が
ふ
（
紛
）
四
ま
か
る
（
罷
）
四
ま
き
（
巻
）
ま
き
（
真
木
、
愼
）
ま
ぎ
る
（
紛
）
下
二
ま
ぎ
れ
（
紛
）
ま
く
（
巻
）
四
ま
く
（
蒔
）
四
ま
く
（
負
）
下
二
ま
く
（
枕
）
四
ま
く
ら
（
枕
）
bbabbaaabaaabaaaabba
ま
け
（
任
）
ま
こ
と
（
真
、
誠
）
ま
さ
き
く
（
真
幸
）
副
ま
さ
な
し
（
正
無
）
形
ま
さ
る
（
勝
）
四
ま
し
て
（
況
）
副
ま
じ
は
る
（
交
）
四
ま
じ
ら
ひ
（
交
）
ま
じ
ら
ふ
（
交
）
四
ま
じ
る
（
混
）
四
ま
す
（
増
）
四
ま
す
（
坐
）
四
ま
す
ら
を
（
丈
夫
）
ま
そ
か
が
み
（
真
澄
鏡
）
ま
た
（
又
）
副
ま
だ
（
未
）
副
ま
た
し
（
全
）
形
ま
た
ま
た
（
又
又
）
ま
だ
ら
（
斑
）
形
動
ま
つ
（
松
）
ま
つ
（
待
）
四
bbaabbbbabbbaabbabbaa
ま
つ
（
先
）
副
ま
つ
か
ぜ
（
松
風
）
ま
つ
し
（
貧
）
形
ま
つ
ら
（
松
浦
）
ま
つ
り
（
祭
）
ま
ど
ひ
（
惑
）
ま
ど
ふ
（
惑
）
四
ま
ど
ろ
む
四
ま
な
ぶ
（
学
）
四
ま
に
ま
に
（
随
）
副
ま
ね
ぶ
（
真
似
）
四
ま
ぽ
ゆ
し
（
眩
）
形
ま
ひ
（
幣
）
ま
ひ
（
舞
）
ま
ひ
び
と
（
舞
人
）
ま
ふ
（
舞
）
四
ま
へ
（
前
）
ま
ほ
（
完
全
）
形
動
ま
ま
（
盤
）
ま
み
（
眉
）
ま
め
だ
つ
（
忠
実
）
四
abbbbbbbbbababbbababb
ま
め
や
か
（
忠
実
）
形
動
ま
も
る
（
守
）
四
ま
ゆ
（
眉
）
ま
ゆ
み
（
檀
）
ま
ら
う
ど
（
客
人
）
ま
れ
（
稀
）
形
動
ま
ろ
（
磨
）
ま
ろ
（
丸
）
形
動
ま
ゐ
ら
す
（
参
）
下
二
ま
ゐ
る
（
参
）
四
　
【
み
】
み
（
身
）
み
（
実
）
み
い
だ
す
（
見
出
）
四
み
い
つ
（
見
出
）
下
二
み
い
る
（
見
入
）
下
二
み
え
わ
た
る
（
見
渡
）
四
み
お
く
る
（
見
送
）
四
み
か
（
三
日
）
み
さ
か
（
三
笠
）
み
か
ど
（
御
門
、
帝
）
aabaしbabbaabbabababba
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み
ぎ
（
右
）
　
　
　
　
　
b
み
き
く
（
見
聞
）
四
　
　
　
b
み
ぐ
し
（
御
髪
、
頭
）
　
　
b
み
く
し
げ
ど
の
（
御
匝
殿
）
b
み
く
り
（
三
稜
草
）
み
ぐ
る
し
（
見
苦
）
形
み
こ
（
御
子
、
親
王
）
み
こ
と
（
命
）
み
さ
ご
（
唯
鳩
）
み
じ
か
し
（
短
）
形
み
し
る
（
見
知
）
四
み
す
（
見
）
下
二
み
す
ぐ
す
（
見
過
）
四
み
す
つ
（
見
捨
）
下
二
み
そ
か
（
密
）
形
動
み
そ
ぎ
（
喫
）
み
そ
む
（
見
初
）
下
二
み
だ
り
（
濫
）
形
動
み
だ
る
（
乱
）
下
二
み
ち
（
道
）
み
ち
の
く
（
陸
奥
）
bbbbbaaabbaabbaab
●
み
ち
の
く
に
が
み
　
　
　
　
（
陸
奥
紙
）
み
つ
（
三
）
み
つ
（
三
津
）
み
つ
（
満
）
四
み
つ
（
水
）
み
つ
か
ら
（
自
）
み
つ
く
（
見
付
）
下
二
み
つ
く
き
（
水
茎
）
み
ど
こ
ろ
（
見
所
）
み
と
せ
（
三
年
）
み
ど
り
（
緑
）
み
な
（
皆
）
み
な
（
蜷
）
み
な
す
（
見
為
）
四
み
な
そ
こ
（
水
底
）
み
な
つ
き
（
水
無
月
）
み
な
と
（
水
門
、
港
）
み
な
ひ
と
（
皆
人
）
み
な
み
（
南
）
み
な
ら
ふ
（
見
習
）
四
bbbbabbabaaabbbbbaab
み
な
る
（
見
馴
）
下
二
　
　
b
み
な
わ
（
水
泡
）
b
み
に
く
し
（
見
難
、
醜
）
形
b
み
ね
（
峰
）
み
の
（
美
濃
）
み
み
（
耳
）
み
も
ろ
（
御
諸
）
み
や
（
宮
）
み
や
う
ぶ
（
命
婦
）
み
や
こ
（
都
）
み
や
こ
ど
り
（
都
鳥
）
baaababa
み
や
す
ど
こ
ろ
（
御
息
所
）
b
み
や
つ
か
さ
（
宮
司
）
み
や
つ
か
へ
（
宮
仕
）
み
や
び
と
（
宮
人
）
み
や
ま
（
深
山
）
み
や
る
（
見
遣
）
四
み
ゆ
（
見
）
下
二
み
よ
し
の
（
御
吉
野
）
み
る
（
見
）
上
一
み
る
め
（
海
松
藻
）
abbababab
み
わ
（
三
輪
）
（
地
名
）
み
わ
た
す
（
見
渡
）
み
を
（
水
脈
）
　
【
む
】
む
か
し
（
昔
）
む
か
ひ
（
向
）
む
か
ふ
（
向
）
四
む
か
ふ
（
迎
）
下
二
む
か
へ
（
迎
）
む
く
（
向
）
四
む
く
い
（
報
）
む
く
つ
け
し
　
形
む
ぐ
ら
（
葎
）
む
げ
（
無
下
）
形
動
む
ご
（
婿
）
む
さ
し
の
（
武
蔵
野
）
む
さ
ぼ
る
（
貧
）
四
む
し
（
虫
）
む
し
ろ
（
莚
）
む
す
（
生
）
四
む
す
ぶ
（
結
、
掬
）
四
babbb・aabbbabaaba
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む
す
ぼ
ほ
る
（
結
）
下
二
む
す
め
（
娘
）
む
た
（
共
）
む
つ
（
六
）
む
つ
か
し
（
難
）
形
む
つ
き
（
正
月
）
む
つ
ぶ
（
睦
）
上
二
む
つ
ま
し
（
睦
）
形
む
な
し
（
空
）
形
む
ね
（
胸
）
む
ら
ご
（
斑
濃
）
　
　
　
’
む
ら
さ
き
（
紫
）
む
ら
と
り
（
群
鳥
）
　
【
め
】
め
（
目
）
め
（
妻
、
女
）
め
（
藻
）
め
ぐ
り
（
周
）
め
ぐ
る
（
廻
）
四
め
こ
（
妻
子
）
め
ざ
ま
し
（
目
覚
）
形
babbabbaaababaabbbbb
め
し
い
つ
（
召
出
）
下
二
め
し
よ
す
（
召
寄
）
下
二
め
す
（
召
）
四
め
づ
（
賞
）
下
二
め
づ
ら
か
（
珍
）
形
動
め
づ
ら
し
（
珍
）
形
め
で
た
し
形
め
の
と
（
乳
母
）
　
【
も
】
も
（
裳
）
も
え
ぎ
（
萌
黄
）
四
も
か
う
（
帽
額
）
も
し
（
若
）
副
も
じ
（
文
字
）
も
し
は
（
若
）
接
も
た
ぐ
（
持
上
）
下
二
も
ち
て
（
以
）
句
も
ち
ゐ
る
（
用
）
上
一
も
つ
（
持
）
四
も
て
く
（
持
来
）
力
変
も
て
な
し
（
為
）
bbaabaaabbbabbbbaabb
も
て
な
す
（
為
）
四
も
て
は
や
す
（
映
）
四
も
と
（
元
、
本
）
も
ど
く
　
四
も
と
な
　
副
も
と
む
（
求
）
下
二
も
と
ゆ
ひ
（
元
結
）
も
と
よ
り
　
副
も
の
（
物
、
者
）
も
の
い
ひ
（
物
言
）
も
の
い
み
（
物
忌
）
も
の
お
も
ひ
（
物
思
）
も
の
が
た
り
（
物
語
）
も
の
し
（
物
）
形
も
の
す
（
物
）
サ
変
も
の
の
け
（
物
怪
）
も
の
の
ふ
（
武
士
）
も
の
ふ
る
（
古
）
上
二
も
の
み
（
物
見
）
も
の
も
の
し
（
物
物
）
形
も
は
ら
（
専
）
副
ababbabaabbbbbaabbbbb
も
ふ
（
思
）
四
も
み
ち
（
紅
葉
）
も
み
ち
ば
（
紅
葉
）
も
も
し
き
（
百
敷
）
も
や
（
母
屋
）
も
ゆ
（
燃
）
下
二
も
よ
ほ
す
（
催
）
四
も
ら
す
（
漏
）
四
も
り
（
森
）
も
る
（
漏
）
四
も
る
（
守
）
四
も
る
（
盛
）
四
も
ろ
こ
し
（
唐
）
も
ろ
ご
ゑ
（
諸
声
）
も
ろ
と
も
に
（
諸
共
）
も
ん
（
紋
）
　
【
や
】
や
（
屋
）
や
（
矢
）
や
う
（
様
）
や
う
や
う
（
漸
）
副
babbbbbbabbba
■
babbaaa
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や
が
て
　
副
や
く
（
益
）
や
く
（
焼
）
四
や
く
（
焼
）
下
二
や
さ
し
（
恥
、
優
）
形
や
し
な
ふ
（
養
）
四
や
し
ろ
（
社
）
や
す
（
野
洲
）
（
地
名
）
や
す
（
痩
）
下
二
や
す
し
（
安
）
形
動
や
す
み
し
し
　
枕
や
す
む
（
休
）
下
二
や
す
ら
か
（
安
）
形
動
や
す
ら
ふ
（
休
）
四
や
そ
（
八
十
）
や
つ
（
八
）
や
つ
こ
（
奴
）
や
つ
す
（
套
）
四
や
つ
る
（
禦
）
下
二
や
ど
（
宿
）
や
ど
り
（
宿
）
ababaabbbbbbbbbabbabb
や
ど
る
（
宿
）
四
　
　
　
　
b
や
な
ぎ
（
柳
）
　
　
　
　
a
や
は
た
（
八
幡
）
　
　
　
　
b
や
ぶ
る
（
破
）
下
二
　
　
　
b
や
ま
（
山
）
　
　
　
　
　
a
や
ま
が
つ
（
山
賎
）
　
　
　
b
や
ま
ざ
と
（
山
里
）
　
　
　
a
や
ま
し
（
疾
）
形
　
　
　
゜
b
や
ま
し
な
（
山
科
）
　
　
　
b
や
ま
し
ろ
（
山
城
）
　
　
　
b
や
ま
す
げ
（
山
菅
）
　
　
　
b
や
ま
た
ち
ば
な
（
山
橘
）
　
b
や
ま
ち
（
山
路
）
　
　
　
　
b
や
ま
と
（
大
和
、
日
本
）
　
a
や
ま
ど
り
（
山
鳥
）
　
　
b
や
ま
ひ
（
病
）
　
　
　
　
a
や
ま
び
こ
（
山
彦
）
　
　
　
b
，
や
ま
ぶ
き
（
山
吹
）
　
　
a
や
み
（
闇
）
　
　
　
　
　
a
や
む
（
止
）
四
　
　
　
　
　
a
や
や
　
感
　
　
　
　
　
b
や
や
（
稽
）
副
や
り
ど
（
遣
戸
）
や
る
（
遣
）
四
や
を
ら
　
副
や
ん
ご
と
な
し
形
【
ゆ
】
ゆ
か
し
　
形
ゆ
か
し
が
る
　
四
ゆ
か
り
（
縁
）
ゆ
き
（
雪
）
ゆ
ぎ
（
鞍
）
ゆ
き
か
ふ
（
行
交
）
四
ゆ
き
か
へ
る
（
行
帰
）
四
ゆ
く
（
行
）
四
ゆ
く
へ
（
行
方
）
ゆ
た
か
（
豊
）
形
動
ゆ
た
け
し
（
豊
）
形
ゆ
つ
る
（
譲
）
四
ゆ
ふ
（
夕
）
ゆ
ふ
（
木
綿
）
ゆ
ふ
（
結
）
四
baababbaabaaabbbbbba
ゆ
ふ
ぐ
れ
（
夕
暮
）
ゆ
ふ
け
（
夕
占
）
ゆ
ふ
だ
す
き
（
木
綿
裡
）
ゆ
ふ
だ
ち
（
夕
立
）
ゆ
ふ
つ
か
た
（
夕
方
）
ゆ
ふ
べ
（
夕
）
ゆ
ふ
や
み
（
夕
闇
）
ゆ
み
（
弓
）
ゆ
め
（
夢
）
ゆ
め
（
努
）
副
ゆ
め
ぢ
（
夢
路
）
ゆ
ゆ
し
（
忌
忌
）
形
ゆ
り
（
後
刻
）
ゆ
る
す
（
許
）
四
ゆ
ゑ
（
故
）
　
【
よ
】
よ
（
世
）
よ
（
夜
）
よ
う
（
用
）
よ
う
い
（
用
意
）
よ
げ
（
良
）
形
動
aababbaababbbba
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よ
こ
さ
ま
（
横
様
）
よ
さ
り
（
夜
）
よ
し
（
由
）
よ
し
（
良
）
形
よ
し
（
縦
）
副
よ
し
の
（
吉
野
）
よ
し
の
が
は
（
吉
野
川
）
よ
し
ゑ
や
し
（
縦
）
副
よ
す
（
寄
）
下
二
よ
す
が
（
所
縁
）
よ
そ
（
余
所
）
よ
そ
ひ
（
装
）
よ
そ
ふ
（
装
）
四
よ
そ
ふ
（
寄
）
下
二
よ
そ
め
（
外
目
）
よ
つ
（
四
）
よ
つ
く
（
世
付
）
四
よ
ど
（
淀
）
よ
ど
む
（
淀
）
四
よ
な
か
（
夜
中
）
よ
の
な
か
（
世
中
）
bbaaabbbbbbbbbabbbbba
よ
は
ひ
（
齢
）
よ
ば
ふ
（
呼
）
四
よ
ひ
（
宥
）
よ
ひ
と
（
世
人
）
よ
ひ
と
よ
（
夜
一
夜
）
よ
ぶ
（
呼
）
四
よ
ぶ
か
し
（
夜
深
）
形
よ
ぶ
こ
ど
り
（
呼
子
鳥
）
よ
べ
（
昨
夜
）
よ
む
（
読
、
詠
、
数
）
四
よ
も
（
四
方
）
よ
も
　
副
よ
も
ぎ
（
蓬
）
よ
も
す
が
ら
（
終
夜
）
よ
よ
（
世
世
）
よ
り
か
か
る
（
寄
掛
）
四
よ
り
く
（
寄
来
）
力
変
よ
る
（
夜
）
よ
る
（
寄
）
四
よ
る
（
磋
）
四
よ
る
（
依
）
四
ababaaaaabbbbabaabaab
よ
ろ
こ
び
（
喜
）
よ
ろ
こ
ぶ
（
喜
）
四
よ
ろ
し
（
宜
）
形
よ
う
つ
（
万
）
よ
う
つ
よ
（
万
代
）
よ
わ
し
（
弱
）
形
　
【
ら
・
り
・
れ
・
ろ
】
ら
う
（
廊
）
ら
う
た
し
　
形
ら
う
め
く
（
廊
）
四
り
（
利
）
り
ん
じ
（
臨
時
）
れ
い
（
例
）
れ
う
（
料
）
ろ
く
（
豫
）
ろ
く
で
う
（
六
条
）
ろ
く
ゐ
（
六
位
）
　
【
わ
】
aaaabbbbaaabbbaa
わ
う
し
き
で
う
（
黄
鐘
調
）
b
わ
が
（
我
）
連
体
　
　
　
　
a
わ
か
う
ど
（
若
人
）
　
　
　
b
わ
か
し
（
若
）
形
わ
か
な
（
若
菜
）
わ
か
や
か
（
若
）
形
動
わ
か
る
（
分
）
下
二
わ
か
れ
（
別
）
わ
か
わ
か
し
（
若
若
）
形
わ
き
（
別
）
わ
ぎ
へ
（
我
家
）
わ
ぎ
も
こ
（
吾
妹
子
）
わ
く
（
分
）
四
わ
く
（
分
）
下
二
わ
ご
ん
（
和
琴
）
わ
ざ
（
業
）
わ
さ
だ
（
早
稲
田
）
わ
ざ
と
（
態
）
副
わ
す
る
（
忘
）
四
わ
す
る
（
忘
）
下
二
わ
す
れ
が
ひ
（
忘
貝
）
わ
す
れ
ぐ
さ
（
忘
草
）
わ
た
（
綿
）
わ
た
（
海
）
abaabbbbaaababaabbbba
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わ
た
く
し
（
私
）
わ
た
す
（
渡
）
四
わ
た
つ
み
（
海
）
わ
た
ど
の
（
渡
殿
）
わ
た
り
（
辺
）
わ
た
り
（
渡
）
わ
た
る
（
渡
）
四
わ
つ
か
（
僅
）
形
動
わ
づ
ら
は
し
（
煩
）
形
わ
づ
ら
ひ
（
煩
）
わ
づ
ら
ふ
（
煩
）
四
わ
び
し
（
佗
）
形
わ
ぶ
（
佗
）
上
二
わ
ら
は
（
童
）
わ
ら
は
ぺ
（
童
）
aaaaababaaaabaa
わ
ら
ひ
の
の
し
る
（
笑
罵
）
b
わ
ら
ふ
（
笑
）
四
わ
ら
ふ
だ
（
円
座
）
わ
り
な
し
　
形
わ
る
し
（
亜
心
）
形
わ
れ
（
我
）
ababa
’
わ
う
し
（
悪
）
形
　
【
ゐ
】
ゐ
（
井
）
ゐ
ざ
り
い
つ
　
　
　
（
膝
行
出
）
下
二
ゐ
で
（
井
手
）
ゐ
な
か
（
田
舎
）
ゐ
る
（
居
）
上
一
ゐ
る
（
率
）
上
一
ゐ
ん
（
院
）
　
【
ゑ
】
ゑ
（
絵
）
ゑ
ふ
（
酔
）
四
ゑ
む
（
笑
）
四
ゑ
も
ん
（
衛
門
）
　
【
を
】
を
（
峯
）
を
（
男
）
を
（
尾
）
を
（
緒
）
を
か
（
丘
）
aaaaabbaaababbaba
を
か
し
（
可
笑
）
形
を
か
し
げ
形
動
を
か
す
（
犯
）
四
を
が
む
（
拝
）
四
を
ぎ
（
荻
）
を
ぐ
ら
（
小
倉
）
（
地
名
）
を
こ
（
痴
）
形
動
を
こ
が
ま
し
（
痴
）
形
を
さ
な
し
（
幼
）
形
を
さ
む
　
（
収
、
治
、
修
）
下
二
を
さ
め
（
長
女
）
を
さ
を
さ
（
大
抵
）
副
を
し
（
惜
、
愛
）
形
を
し
ふ
（
教
）
下
二
を
し
へ
（
教
）
を
し
ほ
（
小
塩
）
を
し
む
（
惜
）
四
を
ち
こ
ち
（
遠
方
近
方
）
を
つ
（
変
若
）
上
二
を
と
こ
（
男
）
abbbbabaabaabbababab
を
と
こ
ぎ
み
（
男
君
）
を
と
め
（
乙
女
）
を
の
（
小
野
）
を
の
こ
（
男
）
を
ぽ
な
（
尾
花
）
を
ふ
（
終
）
下
二
を
ぶ
ね
（
小
船
）
を
み
な
へ
し
（
女
郎
花
）
を
り
（
折
）
を
り
（
居
）
ラ
変
を
り
ふ
し
（
折
節
）
を
り
を
り
（
折
折
）
を
る
（
折
）
四
を
ん
な
（
女
）
を
ん
な
ぎ
み
（
女
君
）
追
加
て
ん
じ
や
う
（
殿
上
）
baabbaabbbbabbb
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複
合
語
及
び
地
名
と
し
て
省
略
し
た
語
彙
の
一
覧
表
　
【
あ
】
あ
い
ぎ
や
う
゜
つ
く
　
　
　
　
　
　
（
愛
敬
．
付
）
四
あ
か
い
ろ
（
赤
色
）
あ
か
し
く
ら
す
（
明
暮
）
四
あ
か
つ
き
が
た
（
暁
方
）
あ
か
も
（
赤
裳
）
あ
き
か
ぜ
（
秋
風
）
あ
き
や
ま
（
秋
山
）
あ
け
ゆ
く
（
明
行
）
あ
さ
ぎ
り
（
朝
霧
）
あ
さ
つ
ゆ
（
朝
露
）
あ
し
が
き
（
芦
垣
）
あ
し
べ
（
芦
辺
）
あ
す
か
（
飛
鳥
）
あ
づ
ま
ち
（
東
路
）
あ
は
す
（
合
）
下
二
あ
ひ
お
も
ふ
（
相
思
）
四
あ
は
ち
し
ま
（
淡
路
島
）
あ
は
れ
が
る
（
哀
）
四
あ
ひ
が
た
し
（
逢
難
）
形
あ
ひ
か
た
ら
ふ
（
相
語
）
四
あ
ふ
さ
か
や
ま
（
逢
坂
山
）
あ
ま
た
た
び
（
数
多
度
）
あ
ま
つ
そ
ら
（
天
空
）
あ
ま
の
か
は
ら
（
天
河
原
）
あ
ま
の
は
ら
（
天
原
）
あ
ま
を
と
め
（
天
処
女
）
あ
ゆ
み
い
つ
（
歩
出
）
下
二
あ
ら
そ
ひ
か
ぬ
　
　
　
　
　
（
争
不
堪
）
下
二
あ
を
い
ろ
（
青
色
）
あ
を
に
び
（
青
鈍
）
　
【
い
】
い
く
か
（
幾
日
）
い
く
よ
（
幾
夜
）
い
ざ
な
ふ
（
誘
）
四
い
だ
し
た
つ
（
出
立
）
下
二
い
た
や
（
板
屋
）
い
ち
で
う
（
一
条
）
（
地
名
）
い
つ
み
（
和
泉
）
（
地
名
）
い
つ
み
が
は
（
泉
川
）
い
で
あ
ふ
（
出
合
）
四
い
で
い
る
（
出
入
）
四
い
で
ゐ
る
（
出
居
）
上
一
い
と
ほ
し
が
る
　
四
い
と
ほ
し
げ
　
形
動
い
な
み
の
（
印
南
野
）
い
ね
か
て
（
寝
堪
）
下
二
い
は
ね
（
岩
根
）
い
は
ぽ
し
（
石
橋
）
い
は
れ
（
磐
余
）
い
ひ
あ
は
す
（
言
合
）
下
二
い
ひ
お
く
（
言
置
）
四
い
ひ
か
は
す
（
言
交
）
四
い
ひ
つ
づ
く
（
言
続
）
下
二
い
ひ
や
る
（
言
遣
）
四
い
ひ
ゐ
る
（
言
居
）
上
一
い
ま
ま
ゐ
り
（
今
参
）
い
よ
（
伊
予
）
い
り
く
（
入
来
）
力
変
い
り
た
つ
（
入
立
）
四
い
ろ
つ
く
（
色
付
）
四
　
【
う
】
う
こ
か
す
（
動
）
四
う
し
ろ
ざ
ま
（
後
様
）
形
動
う
す
い
ろ
（
薄
色
）
う
す
も
の
（
薄
物
）
う
す
や
う
（
薄
様
）
う
ち
い
ふ
（
言
）
四
う
ち
お
く
（
置
）
四
う
ち
か
く
（
懸
）
下
二
う
ち
か
た
ら
ふ
（
語
）
四
う
ち
が
は
（
宇
治
川
）
う
ち
す
（
為
）
サ
変
う
ち
ず
す
（
甫
曽
三
口
）
サ
変
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う
ち
す
つ
（
捨
）
下
二
う
ち
な
が
む
（
眺
）
下
二
う
ち
な
く
（
泣
、
鳴
）
四
う
ち
な
げ
く
（
歎
）
う
ち
は
ら
ふ
（
払
）
四
う
ち
ま
も
る
　
四
う
ち
み
る
（
見
）
上
一
う
ち
む
る
（
群
）
下
二
う
ち
や
す
む
（
休
）
四
う
ち
わ
ら
ふ
（
笑
）
四
う
ち
ゑ
む
（
笑
）
四
う
つ
く
し
げ
（
美
）
形
動
う
っ
り
ゅ
く
（
移
行
）
四
う
み
べ
（
海
辺
）
う
れ
し
げ
（
嬉
気
）
形
動
う
れ
し
さ
（
嬉
）
　
【
お
】
お
い
び
と
（
老
人
）
お
き
あ
が
る
（
起
上
）
四
お
き
つ
し
ら
な
み
（
沖
白
波
）
お
き
つ
な
み
（
沖
波
）
お
き
ぺ
（
沖
辺
）
°
お
き
ゐ
る
（
起
居
）
上
一
お
く
や
ま
（
奥
山
）
お
し
あ
く
（
押
開
）
下
こ
お
し
い
る
（
押
入
）
下
二
お
し
や
る
（
押
遣
）
四
お
ち
た
ぎ
つ
（
落
激
）
四
お
と
し
い
る
（
落
入
）
下
二
お
と
な
ぶ
（
大
人
）
上
二
お
ど
ろ
か
す
（
驚
）
四
お
ひ
い
つ
（
生
出
）
下
二
お
ほ
う
み
（
大
海
）
お
ぼ
し
あ
は
す
（
思
合
）
下
二
お
ぼ
し
い
つ
（
思
出
）
下
二
お
ぼ
し
す
つ
（
思
捨
）
下
二
お
ぼ
し
た
つ
（
思
立
）
四
お
ぼ
し
な
げ
く
（
思
歎
）
四
お
ぼ
し
の
た
ま
ふ
（
思
宣
）
四
お
ぼ
し
み
だ
る
（
思
乱
）
下
二
お
ぼ
し
ょ
る
（
思
依
）
四
お
ぼ
し
わ
づ
ら
ふ
（
思
煩
）
四
お
ぼ
つ
か
な
さ
（
覚
東
無
）
お
ほ
の
（
大
野
）
お
ほ
ふ
ね
（
大
船
）
お
ほ
み
か
ど
（
大
御
門
）
お
ほ
ゐ
が
は
　
　
　
（
大
非
川
、
大
堰
川
）
お
も
ひ
た
の
む
（
思
頼
）
四
お
も
ひ
つ
づ
く
（
思
続
）
下
二
お
も
ひ
な
げ
く
（
思
歎
）
四
お
も
ひ
な
る
（
思
成
）
四
お
も
ひ
ま
ど
ふ
（
思
惑
）
四
お
も
ひ
ま
は
す
（
思
廻
）
四
お
も
ひ
め
ぐ
ら
す
（
思
廻
）
四
お
も
ひ
わ
た
る
（
思
渡
）
四
お
も
ひ
わ
ぶ
（
思
佗
）
上
二
お
も
ひ
ゐ
る
（
思
居
）
上
一
お
り
た
つ
（
下
立
）
四
　
【
か
】
か
き
つ
く
（
書
付
）
下
二
か
き
な
つ
（
掻
撫
）
下
二
か
き
な
ら
す
（
掻
鳴
）
四
か
す
が
の
（
春
日
野
）
か
す
が
や
ま
（
春
日
山
）
か
た
つ
か
た
（
片
方
）
か
た
り
い
つ
（
語
出
）
下
二
か
た
り
つ
ぐ
（
語
継
）
四
か
は
か
み
（
川
上
）
か
は
な
み
（
川
波
）
か
は
り
ゆ
く
（
変
行
）
四
か
へ
り
ま
ゐ
る
（
帰
参
）
四
か
む
な
び
や
ま
　
　
　
　
　
（
神
南
備
山
）
か
ら
く
に
（
唐
国
）
か
ら
こ
ろ
も
（
唐
衣
）
か
ら
ゑ
（
唐
絵
）
　
【
き
】
き
き
し
る
（
聞
知
）
四
き
こ
え
か
は
す
（
聞
交
）
四
き
な
く
（
来
鳴
）
四
き
の
ふ
け
ぶ
（
昨
日
今
日
）
き
よ
う
ず
（
興
）
サ
変
き
よ
す
（
来
寄
）
下
二
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ぎ
よ
る
（
来
寄
）
四
き
ゐ
る
（
来
居
）
上
一
　
【
く
・
け
】
く
さ
ば
（
草
葉
）
，
く
る
し
げ
（
苦
）
形
動
く
ろ
か
み
（
黒
髪
）
く
ろ
と
（
黒
戸
）
げ
す
を
ん
な
（
下
衆
女
）
け
ふ
け
ふ
（
今
日
今
日
）
げ
ん
ち
ゆ
う
じ
や
う
　
　
　
　
　
　
（
源
中
将
）
　
【
こ
】
こ
え
く
（
越
来
）
力
変
こ
ぎ
い
つ
（
漕
出
）
下
二
こ
ぎ
く
（
漕
来
）
ヵ
変
こ
ぎ
ゆ
く
（
漕
行
）
四
こ
こ
か
し
こ
（
此
処
彼
処
）
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
げ
　
　
　
　
　
　
（
心
苦
）
形
動
こ
こ
ろ
こ
こ
ろ
（
心
心
）
こ
こ
ろ
ぼ
そ
げ
（
心
細
）
形
動
こ
だ
か
し
（
木
高
）
形
こ
と
ず
く
な
（
言
少
）
形
動
こ
な
た
か
な
た
（
此
方
彼
方
）
こ
ひ
し
ぬ
（
恋
死
）
ナ
変
こ
ひ
わ
た
る
（
恋
渡
）
四
こ
ぼ
れ
い
つ
（
零
出
）
下
二
こ
み
や
（
故
宮
）
こ
も
り
ゐ
る
（
籠
居
）
上
一
こ
れ
か
れ
（
此
彼
）
こ
ゐ
ん
（
故
院
）
こ
ゑ
ご
ゑ
（
声
声
）
、
　
【
さ
】
さ
き
ち
る
（
咲
散
）
四
さ
き
に
ほ
ふ
（
咲
匂
）
四
さ
く
ら
ぽ
な
（
桜
花
）
さ
し
あ
た
る
（
当
）
四
さ
し
ぐ
し
（
挿
櫛
）
さ
し
つ
ど
ふ
（
集
）
四
さ
し
む
か
ふ
（
向
）
四
さ
し
よ
す
（
寄
）
下
二
さ
と
び
と
（
里
人
）
さ
ん
（
三
）
さ
ん
し
に
ん
（
三
四
人
）
さ
ん
じ
や
く
（
三
尺
）
　
【
し
】
し
き
ぶ
（
式
部
）
し
ぐ
わ
つ
（
四
月
）
し
た
く
さ
（
下
草
）
し
た
す
だ
れ
（
下
簾
）
し
た
ぽ
（
下
葉
）
し
に
ん
（
四
人
）
し
の
び
が
た
し
（
忍
難
）
形
し
の
び
か
ぬ
　
　
　
　
　
（
忍
不
堪
）
下
二
じ
ふ
ぐ
わ
つ
（
十
月
）
じ
ふ
ご
に
ち
（
十
五
日
）
し
ら
が
さ
ね
（
白
襲
）
し
ら
く
も
（
白
雲
）
し
ら
ず
が
ほ
（
不
知
顔
）
形
動
し
ら
た
ま
（
白
玉
）
し
ら
つ
ゆ
（
白
露
）
し
ら
な
み
（
白
波
）
し
ら
ま
ゆ
み
（
白
檀
弓
）
し
ら
ゆ
き
（
白
雪
）
し
ろ
か
み
（
白
髪
）
し
ゐ
（
四
位
）
　
【
す
・
そ
】
す
ぎ
か
つ
（
過
堪
）
下
二
す
ず
し
げ
（
涼
）
形
動
そ
ひ
ふ
す
（
添
臥
）
　
【
た
】
だ
い
い
ち
（
第
一
）
た
か
ま
つ
（
高
松
）
た
ち
く
（
立
来
）
立
変
た
ち
さ
ま
よ
ふ
　
　
　
　
　
（
立
彷
径
）
四
た
ち
ど
ま
る
（
立
止
）
四
た
ち
の
ぼ
る
（
立
上
）
四
た
ち
ま
じ
る
（
立
交
）
四
た
ち
ま
つ
（
立
待
）
四
た
ち
む
か
ふ
（
立
向
）
四
た
ち
よ
る
（
立
寄
）
四
た
ち
わ
か
る
（
立
別
）
下
二
一161
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た
ち
わ
た
る
（
立
渡
）
四
た
ち
ゐ
る
（
立
居
）
上
一
た
つ
ね
く
（
尋
来
）
力
変
た
な
ば
た
つ
め
（
棚
機
女
）
た
の
も
し
げ
（
頼
）
形
動
た
ば
さ
む
（
手
挾
）
四
た
へ
が
た
し
（
堪
難
）
形
た
れ
た
れ
（
誰
誰
）
　
【
ち
】
ち
た
び
（
千
度
）
ち
ぢ
お
と
ど
（
父
大
臣
）
ち
ひ
ろ
（
千
尋
）
ち
り
す
ぐ
（
散
過
）
上
二
ち
り
み
だ
る
　
　
　
　
（
散
乱
）
下
二
　
【
つ
】
つ
き
か
げ
（
月
影
）
つ
げ
や
る
（
告
遣
）
四
つ
ご
も
り
が
た
（
晦
日
方
）
つ
ま
ご
ひ
（
妻
恋
）
つ
り
ぶ
ね
（
釣
舟
）
【
と
】
と
う
だ
い
な
ご
ん
　
　
　
　
　
（
藤
大
納
言
）
と
ど
め
か
ぬ
（
止
不
堪
）
下
二
と
の
ゐ
も
の
（
宿
直
物
）
と
び
こ
ゆ
（
飛
越
）
下
二
と
り
あ
つ
む
（
取
集
）
下
二
と
り
い
つ
（
取
出
）
下
二
と
り
い
る
（
取
入
）
下
二
と
り
お
ろ
す
（
取
下
）
四
と
り
か
へ
す
（
取
返
）
四
と
り
す
つ
（
取
捨
）
下
二
と
り
た
つ
（
取
立
）
下
二
と
り
よ
す
（
取
寄
）
下
二
と
り
わ
く
（
取
分
）
四
　
【
な
】
な
が
め
く
ら
す
（
眺
暮
）
四
な
き
わ
た
る
（
鳴
渡
）
四
な
つ
く
さ
（
夏
草
）
な
に
は
（
難
波
）
な
に
は
が
た
（
難
波
潟
）
な
や
ま
す
（
悩
）
四
な
ら
す
（
鳴
）
四
な
り
は
つ
（
成
果
）
下
二
な
り
ゆ
く
（
成
行
）
四
　
【
に
・
ぬ
・
ね
・
の
】
に
く
げ
（
憎
）
形
動
に
ぐ
わ
つ
（
二
月
）
に
し
ひ
ん
が
し
（
西
東
）
ぬ
ら
す
（
濡
）
四
ね
い
る
（
寝
入
）
四
ね
お
く
（
寝
起
）
上
二
ね
た
が
る
（
嫉
）
四
の
な
か
（
野
中
）
　
【
は
】
は
し
ら
も
と
（
柱
許
）
は
ち
ぐ
わ
つ
（
八
月
）
は
つ
か
あ
ま
り
（
二
十
日
余
）
は
つ
か
し
げ
（
恥
）
形
動
は
つ
せ
が
は
（
初
瀬
川
）
は
な
ざ
か
り
（
花
盛
）
は
ま
べ
（
浜
辺
）
は
ま
ま
つ
（
浜
松
）
は
る
あ
き
（
春
秋
）
は
る
が
す
み
（
春
霞
）
は
る
ひ
（
春
日
）
　
【
ひ
・
ふ
・
ほ
】
ひ
き
あ
ぐ
（
引
上
）
下
二
ひ
き
い
つ
（
引
出
）
下
二
ひ
き
い
る
（
引
入
）
四
ひ
き
い
る
（
引
入
）
下
二
ひ
き
か
く
（
引
懸
）
ひ
き
つ
く
ろ
ふ
（
引
繕
）
四
ひ
き
よ
す
（
引
寄
）
下
二
ひ
だ
り
み
ぎ
（
左
右
）
ひ
つ
き
（
日
月
）
ひ
と
こ
と
（
一
言
）
ひ
と
ず
く
な
（
人
少
）
形
動
ひ
と
ま
（
一
間
）
ひ
ひ
と
ひ
（
日
一
日
）
ひ
め
み
や
（
姫
宮
）
ひ
る
つ
か
た
（
昼
方
）
ふ
か
さ
（
深
）
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ふ
き
く
（
吹
来
）
力
変
ふ
し
を
が
む
（
伏
拝
）
四
ふ
ち
せ
（
淵
瀬
）
ふ
ち
な
み
（
藤
波
）
ふ
つ
か
み
か
（
二
日
三
日
）
ふ
り
お
く
（
降
置
）
四
ふ
り
く
（
降
来
）
力
変
ふ
り
つ
む
（
降
積
）
四
ほ
り
か
は
（
堀
河
）
　
【
ま
・
み
・
む
・
め
・
も
】
ま
ち
い
つ
（
待
出
）
下
二
ま
ち
つ
く
（
待
付
）
下
二
ま
つ
か
げ
（
松
蔭
）
ま
つ
ば
ら
（
松
原
）
ま
ど
は
す
（
惑
）
四
ま
ゐ
り
く
（
参
来
）
ヵ
変
み
え
く
（
見
来
）
力
変
み
お
く
（
見
置
）
四
み
お
く
る
（
見
送
）
四
み
ち
く
Q
満
来
）
力
変
み
つ
と
り
（
水
鳥
）
み
は
つ
（
見
果
）
下
二
み
や
つ
か
へ
び
と
（
宮
仕
人
）
む
か
し
も
の
が
た
り
（
昔
物
語
）む
れ
ゐ
る
（
群
居
）
上
一
め
す
（
見
、
治
）
四
め
づ
ら
し
げ
（
珍
）
も
て
い
く
（
持
行
）
四
も
て
か
く
す
（
隠
）
四
も
て
か
し
つ
く
（
傅
）
四
も
て
さ
わ
ぐ
（
騒
）
四
も
て
ま
ゐ
る
（
持
参
）
四
も
て
わ
た
る
（
持
渡
）
四
も
の
う
し
（
憂
）
形
も
の
ぐ
る
ほ
し
（
狂
）
も
の
こ
こ
ろ
ぽ
そ
し
　
　
　
　
　
　
　
（
心
細
）
形
も
の
さ
わ
が
し
（
騒
）
形
も
の
は
か
な
し
　
形
　
【
や
・
ゆ
・
よ
】
や
ど
す
（
宿
）
四
や
へ
む
ぐ
ら
（
八
重
葎
）
や
ま
か
ぜ
（
山
風
）
や
ま
が
は
（
山
川
）
や
ま
し
た
（
山
下
）
や
ま
べ
（
山
辺
）
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す
（
山
時
鳥
）
や
ま
み
ち
（
山
道
）
ゆ
き
く
ら
す
（
行
暮
）
四
ゆ
き
げ
（
雪
消
）
ゆ
き
す
ぐ
（
行
過
）
上
二
ゆ
き
や
る
（
行
遣
）
四
ゆ
ひ
つ
く
（
結
付
）
下
二
ゆ
ふ
か
げ
（
夕
影
）
ゆ
ふ
ぎ
り
（
夕
霧
）
ゆ
ふ
し
ほ
（
夕
潮
）
ゆ
ふ
つ
く
よ
（
夕
月
夜
）
よ
せ
く
（
寄
来
）
力
変
よ
び
い
つ
（
呼
出
）
下
二
よ
び
た
つ
（
呼
立
）
下
二
よ
び
と
よ
む
（
呼
響
）
下
二
よ
び
よ
す
（
呼
寄
）
下
二
よ
み
ゐ
る
（
読
居
）
上
一
よ
り
ゐ
る
（
寄
居
）
上
一
よ
る
ひ
る
（
夜
昼
）
よ
る
よ
る
（
夜
夜
）
　
【
ら
・
わ
・
ゐ
・
を
】
ら
う
た
げ
　
形
動
わ
か
ぎ
み
（
若
君
）
わ
か
く
さ
（
若
草
）
わ
か
み
や
（
若
宮
）
わ
び
し
げ
（
佗
）
形
動
ゐ
あ
か
す
（
居
明
）
四
ゐ
な
か
ぶ
（
田
舎
）
上
二
ゐ
な
む
（
居
並
）
四
を
か
し
げ
　
形
の
を
か
べ
（
岡
辺
）
を
の
こ
ご
（
男
子
）
を
り
か
へ
す
（
折
返
）
四
を
ん
な
ご
（
女
子
）
163一
